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平戸イギリス商館長リチャード・コックスの日記が、近世初期
の日英交渉史の基礎史料であるとともに、日本の政治・経済・社
会・風俗等の重要史料であることは論をまたない。
原本は大英博物館が所蔵し、一八八一一一年に国禺旨胃の①風ののに
収録されて刊行され、一八九九年村上直次郎博士が更に補訂して
東京で出版された。本稿は村上本によった。原本及び刊行書の比
較は、岩生成一教授により行なわれている（「リチャード・コッ
クス日記について」『神田博士還暦記念書誌学論集』七○三’一
九頁、昭三二年）。
訳本は、古く中里左太郎氏が「江戸会誌」第二冊二・三号（明
二一一一年二・一一一月）にごく一部を訳したのをはじめとし、「大日本
史料」一二編にも関係事項を抄出し、対訳している。近年皆川三
郎教授が抄録本に解説と抄訳を付して刊行され（篠崎書林、昭三
二
年
、
増
補
昭
四
三
年
刊
）
、
ま
た
「
長
崎
県
史
史
料
編
第
三
」
（
昭
四一年刊）に巻頭の一六一五年六’九月の四か月分が所載されて
「リチャード・コックス日記」試訳（武田・森）
Ⅲノチャード・コックス曰記豆三・二三員６．号試訳
’
一
六
一
五
年
一
○
月
か
ら
一
二
月
ま
で
Ｉ
いる。コックスの伝記的考察は岩生・皆川両教授の論考に詳しい。
岩生教授が今年度法政大学大学院博士課程での演習で本日記を
取り上げられ、厳密な指導を受けるにあたり、可能なら全訳を試
承たいと念願するにいたったが、浅学の徒としては、その目標達
成の道は程遠いことである。ついて「長崎県史」の分をついで一
六一五年の残り分を本誌に発表し、しかるべき便宜にもあて、ま
た諸向のご指導を仰ぐ所存であり、ご教示をお待ちしている。
特に、関係人名、商品名等は難解でありご指導を得たい。
史
料
の
閲
覧
に
際
し
て
ご
厚
情
を
た
ま
わ
っ
た
松
浦
規
氏
・
松
浦
択
氏
・松浦史料博物館各位・谷村勇氏・長崎県立図書館郷士資料室各
位、郷士史関係諸般についてのご指導をいただいた楢崎豊市猶興
館高校教諭、語学面でのご助言をいただいた岡田尚法政大学教
授
・
三
浦
徳
弘
同
大
学
譜
、
火
砲
に
つ
い
て
ご
教
示
い
た
だ
い
た
有
馬
成
甫
氏師に厚く謝意を表する次第である。
一三九
武
田
万
里
子
森
睦
彦
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一六一五年一・月一日（霞璽一助同）癖搬助妨諜魚の一
（１）
（３）
種を一皿を贈られた。藩主の鍛冶の家が下男の不始末から今夜火
を出したが、すぐ消し止めた。しかし、藩主の命によってその家
の門扉は閉ざされた。と言っても戸があいているかいないかは問
題
で
は
な
か
っ
た
。
家
は
き
び
し
く
監
視
さ
れ
、
家
を
焼
い
た
連
中
は
流
刑
か
死
刑
に
処
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
午後、藩主を晩餐に招く用意のものを買わせに長崎へやった船
（４）
が
戻
っ
て
き
て
、
言
い
つ
け
た
も
の
と
、
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
か
ら
私
へ
の
こ
と
づ
。］。『ぬの
けの砂糖づけ二一軍を持ち帰った。彼の妻スザンナが砂糖づけ－
（５）
の巨、山口ロ四
箱、梨一篭、無花果一篭、支那甲必丹の娘あての砂糖づけの小箱
一つを送って来た。小箱は彼女に送り届けた。ジョルジュの手紙
（６）
は長崎発新暦一○月九日付で、その中で彼は、ダミァン・マリソ
（７）（英暦九月一一九日）
□
四
目
】
目
昌
囚
『
旨
とフワン・デ・リエパナがカピタン・ガローチョに捕陰えられてい
ると報告脂が瀞泊篭僻信用できる話だ．
の四月ｏ９．
一○月二日
船大工のトーマス。デービスが今朝夜明けに天然痘で息が詰ま
目
彦
◎
日
口
の
ご
回
国
⑩
って死んだ。
（９）
（、）
（ｕ）（、）
（週）
私
は
藩
主
と
そ
の
二
人
の
兄
弟
、
及
び
信
実
、
主
馬
殿
、
三
五
郎
様
、
内
匠殿、主膳殿、それに藩主が供として選んだ五人の侍たちを招待
の巨碩の囚ｐＣｏｐｏ
した。彼らは日本式の午餐をとり、英国式の晩餐をとった。藩主
（皿）
と
晩
餐
を
と
っ
て
い
る
と
き
、
唐
津
侯
が
到
着
し
た
と
い
う
伝
言
ロ
が
届
い
た。そこで彼は食事を切り上げ、上陸する唐津侯に会いに出かけ
（巧）
（咽）
た。オランダの大船から侯の通過の際三発の礼砲を上げ、小船は
上陸の際さらに三発打った。そののち唐津侯は到着したことを私
（Ⅳ）
に伝えて、明日午後商館の風呂に入りに来ると言って来た。
（氾）ピーター・ウオッデンが夜中に三度も塀を乗り越えたことがわ
四斤の『ゴロ目のロ
かつたので、彼を再び船に帰した。彼は度しがたい男で改心の余
地がない。
一○月三日
平戸侯は、唐津侯が夕食に来ることを知って、鹿一頭を贈って
来て、昨日のねんごろなしてなしに対して、丁寧に礼を言ってよ
こした。午後、唐津侯はその言葉どおり商館にやって来た。平戸
侯
と
唐
津
の
重
臣
三
人
が
一
緒
だ
っ
た
。
私
は
一
同
を
満
足
の
ゆ
く
よ
う
に
出来るだけもてなした。そのあと、彼らはオランダの大船に乗り、
陸に戻った時、同船から礼砲六発、小船から三発を打った。
夜に入って、落度のあったオランダ人の船員二人が船から二、
三日姿を消しているため探索願いが出された。うち一人が商館に
来て私の前に膝を折り、許されるよう取り計らってほしいと懇願
（⑬）
し
た
の
で
、
私
は
指
揮
官
に
一
言
書
き
、
英
国
商
館
の
外
科
医
を
彼
に
つ
い
て行かせた。彼らが出て行くやいなやもう一人のオランダ人が連
れてこられ、同様に私の好意にすがろうとした。しかし私が手紙
を書いている間に、自分を監視している連中を撒き、それから当
分姿を消してしまった。
唐津侯から長刀二振と刀一振を贈られ、また、石弓から火矢を
発
射
す
る
と
こ
ろ
や
、
火
槍
術
を
見
た
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
が
、
そ
れ
ら
は侯がこれから訪問しようとしている領地から戻ったときに見せ
てほしいということであった。
一四○
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轍溌川朏纈脚砿北獣肌噸維舳Ⅱ鮭椰駐騨 （型）
のｏｐｏｍ８ご目飼のロ、の言四国のす『印蛎）○扁口目・円の、僅白○口の。］の０
衛門殿、庄介殿、オトナゲン殿、左兵衛殿である。われわれの奉
冒目、冨屡。。（・露。…
行丑之助殿や、藩主の近習も招こうと思ったが、彼らは町にいな
ご⑩声の百口のロロの
かつた。一○月五日
（〃）
支那甲必丹のアンドレァ・ディティスが五島から平戸へ戻り、
錨か指輪を持ち帰った・これは、買った時の価が五ポンドのもの
で中国の官官への贈り物にしようと、先月九月一七日に彼に渡し
たものである。しかし、重要な人物が二人この件に関係している
のに指輪を一一個用意しなかったので、考慮の上、四本のカタナすな
わち日本の剣を買って、それぞれＥ一本ずつ贈るのが最もよいと
「リチャード・コックス日記」試訳（武田・森）
一○月四日
唐津侯はけさ平戸をたった。オランダの大船から、侯が通過す
る際三発の礼砲を打ち上げた。（卯）
私は長崎発九月三○日付でエドモンド・セイヤーズから手紙を
図・彗緋）
もらった。彼はその中で。手紙と贈り物を権六殿に手渡したこ
と、権六殿は彼に二日ほど逗留するように一一一一口い、出来るだけ努力
して我々の役に立つようにしようと言ってくれたことなどを書い
てよこした。そこで手紙を二通、ジョルジュ・ドゥロイスとカピ
タン・ガローチョとに出した。
二侯を招くのに買った品物の余りがあったので、友人たちと相
考えた訳である。支那甲必丹はまた贈り物として私に騨香の袋を
くれた。これは未知のシナ人が私にと贈ってくれたものである。
また彼は、我交のシナ貿易の企てはよい結果をもたらすに相違な
いと請け合った。神のおかげである。
午餐に招いた侍がやって来た。人数は八人で前に見える通りで
（羽）
ある。午餐の途中、豊後様の養子（平戸侯の末弟）が来た。人々
は彼を招じ入れ、その後皆が満足して帰った。
権之助殿は私に日本紙一○束を贈物として届けてくれた。
一○月六日
我戈は北側の隣人の鮒肝を噺０○匁で買った・彼女には所帯を
：
：
⑩
き
…
移動させたが、我念は二五○匁だけ支払えばよいことにした。彼
女は借金がたくさんあるので、その分の金額を差し押えておいた
訳である。残りの一五○匁は、彼女とその子を菱なう費用として
（鋤）
内を仁与えた。ニールソン君は船大工と船員に払わせるために丁
二の巳の○口
（銅）
銀六○四匁を船の書役に渡した。そして川内浦へ石灰一五○袋を
送った。
またシナへ贈る刀を四振買うため、というより栫えをほどこす
（雛）
（弱）
ため、支那甲必丹に四○レァル渡した。また彼に同様の目的でプ
用・函
勺且Ｉ
リアマン金、重さ四匁のものを渡した。
四日§ぬ。ｐ屋
またニールソン君に丁銀一貫目を渡した。彼もまた丁銀一六○
匁を支那甲必丹に渡した。すなわち丁銀一二○匁は刀身用に、小
粒四○匁は椿えの工賃としてである。
一○月七日
支那甲必丹のアンドレア・ディティスが来て言うには、マカオ
一四一
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（詔）
船のカピタン・モールや他のスペイン人、ポルトガル人が長崎か
ら平戸へ来て、オランダ人が捕えたジャンクのポルトガル人船長
（ｗ）
を奪い去ろうとして、一貫目で二隻の帆船を雇ったという話をし
ず、門戸のの
た。また、同船内ではひそかに武装したさまざまのスペイン人、
ポルトガル人がいるということで、これは、くだんのジャンクか
ら長崎へ逃げ出した三人のシナ人の口から漏れて他のシナ人に伝
わり、その中の一人が支那甲必丹に手紙で知らせたのだという。
それで私はオランダ商館へ行き、このことを知らせた。彼らは私
に心から礼を言った。
私は対馬の宿主へ、同地の商人に託して手紙を送り、我犬の胡
椒の売却についてその商人に聞いてくれるように頼んだ。胡椒は
とうに売れているはずである。そして、もし要請があれば胡椒を
もっと送ること、今回の代金を確実な最寄の便で持参するか、送
るかしてほしいことなどを書き送った。
一○月八日
（銘）
今日の午前中、キャプテン・コピンドールとその部下を乗り組
○四℃〔・Ｏｏｂのロ』＆］
ませて大坂へ送った一二艘の帆船が一民って来た。キャプテン・コピ
ンドールからは大坂発九月二三日付の手紙を受け取っており、同
．
（
調
）
（釦）
日付でイートン君からの手紙も受け取った。その中で彼は、大御所
（
虹
）
同
ロ
８
口
（狸）
様は彼らの到着の八日前に都を出発し、キャプテン・アダムズは犬
○四日・缶８日⑩
御所様が途中のある場所にとどまると聞いてその後を追いかけ、
そ
こ
で
用
事
を
片
づ
け
て
か
ら
戻
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
、
オ
ラ
ン
ダ
人
は
大御所様が都から去る前に用事を済ませたことを書いてきた。ま
た
、
彼
ら
と
し
て
は
船
は
三
隻
と
も
戻
し
た
方
が
よ
い
と
思
っ
た
こ
と
、
な
一四二
ぜなら、戻れるのがどのくらい先になるかわからなかったから、
（⑬）
とも書いてきた。また両名とも一一六号の包承と、竹器入りの黒
色塗料五本、及び蝋の小塊五個とが積荷の中に欠けていると書い
ていた。
（鰹）
堺の定宿の主人も平戸へ来て、酒一樽を承やげに持参した。そ
して悲嘆にくれて、我々の商品が焼けた際持ち物をすべて焼いて
しまったので、また新規にやり直さなければならなくなり、権六
殿のジャンクの知工（事務長）としてシャムへ渡るつもりなのだ
といった。
私は三五郎様と左兵衛殿の許へ通訳をやって、商館員と商品を
上方へ運ぶのに帆船を貸してくれたことの礼を言わせた。キャプ
テン・コピンドールは大型帆船の船長に二○匁、知工（事務長）
に一○匁与えたと知らせてきた。また次のような贈り物をした。
（妬）
露の権之助殿へ六。匁の黒糯子一反、一元ジ八レァルの白天
（灯）
ｎ．『頗
竺木綿三反、ナイフ五丁。藩主の用人庄介殿に一コルジ一五レア
国
凰
同
（
紹
）
（⑲）
ルのアレジャ布一反、一コルジ八レアルの天昧一一木綿一一一反、スラッ
（団）
卜掛布憲侍麓内膳正殿に殿子一反・賄方の助右衛門殿瘤・一・
の巨吋四ｍ
鼻
旨
日
。
ロ
コルジ一五レアルのアレジャ布一反、｜コルジ八レアルの白天儲二
（顕）
木綿一反、一コルジセレアルのダブル巾のポレル布一反、スラヅ
（閉）
ロロゥーのご○Ｈ四一一
卜掛布一反。藩主の料理人頭に一コルジ一五レァルのアレジャ布
一反。藩主の平料理人に一コルジ八レアルの白天竺木綿一反。藩
主の料理場用の履物作りに一コルジ八レアルの白天竺木綿一反。
もう一人の老料理人に一コルジ八レアルの白天竺木綿一反。とな
りの料理場付きの女中五人に一コルジセレァルのダブル巾ポレル
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布三反。
私は六日前の日付のエドモンド・セイャーズからの手紙を受取
った。その中で彼は、権六殿が事を延引させて彼を遠ざけようと
し、二人を自由にしてくれない、それどころか、ポルトガル人は
フ
ワ
ン
・
デ
・
リ
エ
パ
ナ
と
ダ
ミ
ァ
ン
を
船
室
に
足
椥
を
は
め
て
閉
じ
込
め、誰も二人に話をしに来ないようにしたと書いてよこした。
一○月九日
我
々
は
二
六
号
の
梱
包
を
倉
庫
の
中
で
捜
し
た
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た。包承荷の伝票や日計帳を調べた結果、その包みと蝋と五本の
竹器入り塗料はすべて三五郎様の大型帆船で送られたことがわか
った。これらの件についての答は船頭、知工（事務長）、ジョン・
〕ロ◎・勺ぽ①す］
フ
ィ
ー
ピ
に
か
か
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
エドモンド・セイヤーズが長崎から一民り、出来るだけのことは
したが、二人を自由にすることはできなかった、という権六殿の返
答を伝えた。そこで私は藩主の許へ行ってこの次第を話し、この
旨を大御所様に知らせるようキャプテン・アダムズの許へ早船で
手紙をやるつもりだから、支援の手紙を下賜されたいと願った。
藩主はそれを約してくれた。私はそこで帆船の用意を整えて手紙
を書いた。すなわち、写しに見られる通りのキャプテン・アダム
（副）
（弱）
ズ、イートン君、ウィッカム君にあてた概略の手紙一通。ただし
冨
旨
尊
四
日
日づけは明日付である。またキャプテン・コピンドールに一一六
号の梱包と蝋、塗料の紛失を知らせる手紙を一通。また、どの手
紙を通じてもキャプテン・アダムズに、できる限りの手段を用い
てこれら二人の人間を自由にしてほしいことが伝わるようにし
「リチャード。コックス日記」試訳（武田・森）
た。権六殿が家来をよこして私に贈物として屏風一双と巻物二箱
を送ってきた。それぞれに木綿の巻物二○○本が入っていた。
一○月一○日
私は船を派遣しようとして藩主の許に手紙をもらってくるよう
に人をやったところ、藩主は伝言をよこし、この件について評定
を行なった結果、私に対してはもうしばらくとどまってほしいと
再び要望すること、藩主としては、二人の人間を自由にできるこ
とは疑いなしであるから、自分の家臣の一人を権六殿の許に遣わ
そうと思っているということを伝えてきた。それで、私は自分の
意図とは大分違うが、やむを得ず目的の達成を思いとどまること
にした。
私
は
マ
カ
オ
船
の
カ
ピ
タ
ン
の
マ
ル
テ
ィ
ン
・
デ
・
ギ
ニ
ア
か
ら
と
カ
ビ
旨
囚
氏
ロ
庁
の
目
厨
タン・ガローチョからの手紙、またジョルジュ・ドゥロイスから
の第三の手紙で日付けはすべて新暦で今月一五日のもの、また今
（開）
（英暦一○月五日）
月一七日付のアルパロ・ムーーョスからの四番目の手紙を受け坂っ
（英暦七日）
どず日。冨巨口○の
たことを記すのを忘れた。
ジョルジュ・ドゥロイスは絹靴下二足、彼の言によれば七○匁
の値段のものと、七本半で一匁の蝋燭一○○本を送ってくれた。
ヨヘ唄曽ＨｍＢｐの（ｗ）
また新暦今月一二日の長崎発メルヒョル・ファン・サントフォル
（英暦一○月一一日）
旨
の
］
：
閂
ぐ
目
の四口す＃
卜からの五番目の手紙、これはただの推薦状であるが、を受け取
った。彼はまた私が貸したオランダの年代記を返却して来た。ま
（記）
、匡円。ｐ』。］の
たパターの胡椒を大御所様の御用として権六殿に売り渡した。総
）副）
量一六○斤、正味一五五斤で、一○○斤あたり八○匁である。
真夜中の一時ごろオジアングー号の平大工のトーマス・ヒース
目
冒
・
因
田
昏
一四三
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が赤痢にはじまった長患らいで死んだ。
一銅）二日
我々のシー・アドベンチャー号が今日川内浦で進水した。私は
（
団
）
の
８
レ
ロ
ぐ
の
ロ
日
Ｈ
の
ハント君に大工たちが本分を果たしたかどうかを調べさせるため
国
囚
員
同船に行ってもらった。エドモンド・セイャーズが同行した。今
月一○日にイートン君あてに書いた手紙を平戸の帆船に託して送
り送料五匁を渡した。その手紙にキャプテン・コピンドールあて
（ママ）
（館）
のもう二通の手紙、すなわち……君からのとオスタウィック君か
。；『割、丙
らのもの、及び右二通の手紙を大急ぎでキャプテン・アダムズに
届け、ダミァンとフワンの解放を大御所様に申し入れるよう要望
した明一二日づけの私自身の第一一一の手紙も同封した。またイート
（閉）
ン君にもう一通手紙を書き、等安がシナ人と戦争する任命を受け
たかどうかを調べて答え左送ってくれるように頼んだ。
一○月一二日
昨日私は書くのを忘れたが、船員たちがトーマス・ヒースを、
以前彼の仲間のトーマス・デーピスを葬った場所に埋めようと出
目弓◎・Ｃｍａのの
かけたところ、悪党どもが棺を掘り上げ、経帷子とシャツを盗ゑ、
士の上に死体をむき出しにしていったのを見つけた。ひどいやつ
らである。そこで船員たちはトーマス・ヒースの棺を海に沈め
た。藩主の翻叶源四様、つまり主殿様に二○斤の蝋を売った。代金
は残りが売れてから支払われることになっている。
（筋）
今朝オジァンダー号で、棟梁も含めて一四人の大工が働き始め
た。全部船大工である。
一四四
用川鮒概川《Ⅲ珠朏辨一》》舶際好》州Ｍ州伽州
人らしいが、そのスペイン人は一人の無礼なならず者の日本人を
商館へよこし、その男は私や他の館員には一言も口をきかずにオ
スタウィック君の部屋に上がってボーイをつかまえ、力ずくで館
外へ追い出そうとした。にもかかわらず彼はボーイを連れずに行
ってしまった。しかしすぐあとから平戸侯がそのボーイを自分の
手に引き渡すように言って来たので、その通りにした。平戸侯は
もしそれがスペイン人側の無体だとしたら（私はその通りだと言
い
た
い
の
だ
が
）
、
ボ
ー
イ
は
家
来
を
つ
げ
て
返
そ
う
と
約
束
し
て
く
れ
た。船長のジョン・ハントとオスタウィヅク君が、平戸侯が我灸に
貸
し
て
く
れ
た
小
屋
に
行
っ
た
と
こ
ろ
、
年
の
こ
ろ
二
、
二
才
の
女
の
子
が
裏
の
塀
の
下
に
死
ん
で
お
り
、
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
前
に
殺
さ
れ
た
ら
し
く、犬があさっていて、両足と下半身、片手が食われているのを
見つけた。おそらく悪いやつが乱暴したのち殺したか、さもなけ
ればこの子は奴隷であって、主人の不興を買って殺された上に捨
てられて犬に食われているのだろう。この地方ではあたりまえの
ことで、奴隷の生命はすべて主人の手中にあり、いつでも殺すこ
とができ、法によって規制を受けるものではない。
一○月一三日（濡榊一乖眸助聿一一一卵）
夜
ふ
け
、
真
夜
中
ご
ろ
オ
ジ
ァ
ン
ダ
ー
号
の
小
ス
キ
フ
船
が
盗
糸
出
さ
の嵐廟の
れ、船員の語るところによれば、大船から逃亡したオランダ人の
一人の仕業で、以前私が取りなしの手紙を書いてやった二人のう
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ちの片方だということだ。船員たちは夜分、真夜中ごろに、彼が
船橋にいるのを見かけたと言った。疑いもなく船員たちがポート
を与えて彼を逃がしたのだと思う。一人の悪党がもう一人の逃亡
を助けたか、見ぬ振りをしたということだろう。実際、私は彼ら
よ
り
言
う
こ
と
を
聞
か
ぬ
、
野
卑
な
船
員
を
見
た
こ
と
が
な
い
。
そ
の
張
本
人はドーリントンという高級船員である。そこで我交は連中が許
□。且口嗅目
可なく昼も夜も外出しては乱行して歩くのを、そしてそのうちで
一番悪いのは高級船員たち自身なのだが、絶え間なく見るに及ん
で、命令を出してメイン・マストに掲げ、船員を三等分して、そ
のうち三分の一は昼間遊んで日没前に帰船するように、残り三分
の二は船務に携わり、船大工は自分の仕事をするように決めざる
をえなかった。このドーリントンは船員全部のいる前で、指揮官
も船長もその他の誰も船員を水につけたり鞭で打ったりする権限
はないと放言し、彼やその他の連中は自分たちの挙げる食品は制
限
な
く
手
に
入
れ
ら
れ
る
の
だ
と
言
い
立
て
た
り
し
た
。
彼
は
酔
い
ど
れ
で、不服従で、反抗的な男であるからには、当社に勤めるにふさ
わしくない。
私はオランダ商館へ例の男がスキフ船を盗すんだ次第を伝え
た。また同様のことを内匠様と船大将の所へも伝え、彼らはその
且日》『巴
オランダ人の行方を調べに人を出した。
支那甲必丹が、五島全土に火災があり、藩主の館も他の家と同
様焼けおち、三○○軒ばかりの家含のうち一軒として焼け残った
しのばないと伝えて来た。これは七、八艘のジャンクにのせて来
たシナ人の商品を日本人が略奪しようとして火をつけたのだと一
「リチャード・コックス日記」試訳（武田・森）
般
に
考
え
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
火
の
勢
い
が
激
し
く
て
、
ほ
と
ん
ど
何も助からず、商品を避難しようとして危険を冒したシナ人が五
人焼け死んだということである。
午後になって、ダミアンとフワンの釈放について藩主が長崎へ
行かせた家来が、はかばかしくない返事をもって戻って来た。ポ
ルトガル人は以前と同様、二人をどうあっても引き渡さないと答
（、）（町）
えたそうだ。また、その家来は帰ってくる途中、平戸から七里ぱ
］の四ｍロ①の
かりの所で、我々の船からスキフ船を盗んだオランダ人に出会っ
たので、人と船と両方を連れ戻ったという。そこで私はそのオラ
ンダ人をオランダ商館へ行かせたので、商館側からは厚く礼を言
って来た。
私は藩主の許へ、どのような返答を権六殿から与えられたか確
かめに、というか知ろうとして出かけた。それについては前に述
べた通りである。それで、藩意営兵衛殿灘藤庄一一一郎あてに、
これら一一人が我々の船がシャムへ行く際に雇われるにいたった次
第を明らかにした支援の手紙を下賜されることを願い、藩主はそ
れを許し、すぐあとから商館へ届けて来た。私はもう一通の手紙
を忠兵衛殿に日本語で書き、これら二人を自由にすべく、大御所
様に取りなし方を頼んだ。それから我々はこれらの手紙の使者
と、四本の擢で漕ぐ小帆船を雇い、旅費に小粒一一一○匁を支払
い、手紙を大坂か都にいるイートン君に届くように計らった。そ
のために彼らは昼夜船を漕いで行く筈である。
一○月一四日
（Ⅶ）
私は藩主の手紙を発送し、キャプテン・アダムズ、ウィッヵム
一四五
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君、イートン君あてに撰飴の手紙を書き、一一日前の手紙でそうし
逢たようにざ・まき窪に申し送って、これを前のように早馬に託して
送った。私は川内浦からジャンクを引いてこさせるため帆船を六
隻出したｐそれらは昼ごろジャンクを平戸の碇泊地に引いて来
た。
（ね）
（だ）
私は昨年シナへ五五○ペソ投資した際、キャプテン・ハウから
預かっていた書き付けを返した。私はそれを彼の兄アンドレアに
返した９また、トメー殿へ頓ハンタムの胡椒五○○斤を売った。残
りを売ってから代金が支払われることになっている。
（脚）
藩主のカフロニ人が長崎から来て私に語ったところによると、
一人のイギリス紳士がマカオ船に柳をはめて捕えられていて、二
人は彼を見たが八二四ァ五才の若い男だったということである。
しかし、これはポルトガル人とスペイン人のわなで、私がわずか
これだけの言葉を信じて、他に証拠もないのにこれを大御所様に
訴え、事実無根ということでその機嫌を損じるように図ったので
は
な
い
か
と
思
う
。
し
か
し
、
そ
の
船
に
乗
る
か
も
し
れ
な
い
知
人
に
、
□
実
際
そ
う
い
う
こ
と
が
あ
る
か
ど
う
か
気
を
つ
け
て
き
て
ほ
し
い
と
指
示
し
た。
一○月一五日
今度の五島の火事で、使者、すなわち王の書翰を運んでいた男
は七貫目相当の持ち物をすべて失ってしまった。彼は老人であっ
針たが、ことば遣いがよかったのでこの仕事に従事するの仁選ばれ
斗たのであるｐそこで支那甲必丹はＪ彼自身の持ち金からその男に
五○ペソすなわち四○○匁贈るつもりであるから、私にも一一○ペ
一四六
ソ加えてほしい、彼の損失が気の毒だから埋め合わせに両方で七
○ペソにして、全部私の名で送るつもりである、と言い、また、
もし神の思し召しがあれば、そのうちにより大きな事柄、すなわ
ち我犬にシナ貿易を開かせるのに成功して承せるということも約
束した。
支那甲必丹の弟のハウと、もう一人の長崎のシナ人リャンウの
㈲の四口碩口
両方に贈り物を届けたＰ両人とも我々のシナ貿易遂行のた・めに雇
っ
た
人
間
で
あ
る
。
贈
り
物
は
一
コ
ル
ジ
ニ
ハ
レ
ア
ル
の
と
一
七
レ
ァ
ル
の
（汚）
白天竺木綿六反Ⅱ四○匁四分。｜コルジ一五レァルの青ペイラム
布六反Ⅱ一一一六匁．－コルジーニレアルの蕊ラ布六反し志雄八
９Ｎ①一回
分スラット掛布六反。ナイフ六丁Ⅱ一一一匁三分一一一厘。
ジョァン殿は我々のジャンクの備品を船に棟のつくまでの間入
れておくよう仁と、道の向う側に持家を貸してくれた。私は支那
甲必丹を通じてジョルジュ・ドゥロイスに手紙を送り、絹靴下二足
を受け取ったことを伝え、彼が来るまで角びんを取ってあるから
Ｏ四の①す。＃巴の（”）
と言ってやった。私は支那甲必丹に指示して、パンタムに行く英
船に乗り組ませるシナ人の船大工三人を承つけさせ、また、もし
あれば一五○本の大竹を買ってくれるように頼承、またポルトガ
ル人が船上に英国人を捕虜としているかどうかも尋ねざせた。我
とはジャンク用として取り寄せた木材、その他のもの全部を川内
浦から平戸へ移した。・トメーまたはジョァン殿の家を、それらを
納めるために借りたからである。
一○月一六日
唐津侯が平戸へ戻り、石弓から火矢を発射するところが見たい
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と伝えてきた。我灸は、唐津侯と平戸侯の前で二度実演し両侯は
大いに満足した。唐津侯は同じものを作る見本とするために、石
弓と、点火薬の処方篭とを所望した。真夜中ごろ彼は唐津へ出発
した。そのおかげで、もし翌朝まで彼が滞在したなら差し出すと
ころだった象嵌入鳥銃二丁は献上せ蕊済んだ。
８
日
閉
冨
藩主の親族のトンショ様が二反のカンバイャ布を買った。
日画目昏。
８日す＆四
一○月一七日
午前巽ドプテン・スペックスが都から戻り、歓迎のためオラ
ンダ商館から憲大蝿瀕六鐘礼砲を打った．私はオランダ
商館に彼を尋ねた。彼は私に、もし都への到着が二時間遅れた
ら、大御所様は彼が着く前に出発してしまったであろう、と語っ
た。そして大御所様自身彼に語ったところによると、彼らが捕え
たポルトガル船は人も品物も自由にしてよい、もし朱印状を持た
なければ、ポルトガル人もスペイン人も今後同断である、しかし
朱印状があれば干渉してはいけない、ということだったそうだ。
（皿）
彼はまた、キャプテン・コピンドール、ウィッカム君及びイー
トン君からの都発九月二八、二九日付の手紙三通、そしてイート
（躯）
ン君からの一○月二日付の一通、他に、大坂の定宿の主人と通訳
トメーからの二通も一緒に手渡してくれた。
そしてジョルジュ・ドゥロイスが来て私に語った所によると、
（閉）
マ峠力牙船のカピタン・モールが云うには、もし権六殿が望むなら
彼はダミァンとフワンを自由にすることに賛成である、というの
は権六殿の許可をえて彼らを捕虜にしたのであり、その意向次第
で彼らを自由にするつもりであるから、ということである。しか
「リチャード・コックス日記」試訳（武田・森）
し私は反対のことをいっている彼の手紙を持っていろと答えた。
いづれ事実が判明することである。
｜私は何かからくりがあると思う。
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
は
私
に
贈
り
物
と
し
て
ポ
ル
ト
ガ
ル
産
の
ブ
ド
ｊ
酒
一
瓶
（“）
と、大梨一二箇、そしてクラッカーと小さいタルトを一一箱くれ
た。
一○月一八日
通訳シモンが私に一○月八日付のイートソ君からの手紙をした
の］日○己
らした。そのなかで彼は、カンパイヤ布の包象全部を開いたとこ
ろ、天竺木綿のほとんど、すなわちそれらの四分の一一一にし承梛軸
てぼろぼろになっているのを見つけ、見られたものではなく、我
☆の宿主にそれらすべてを一反六匁で買うように掛け合ったが、
絶対に売れないだろうと答えて、彼はそれを買わなかったと書い
（閉）
’てよこした。また彼はそのうちの一○反の彩色チャウダー布が欠
、茜囚ｅ四吋
けていたのはＰ積荷の中に入れてあったと書いてい―た。
、四円、①Ｎ○口
一○月一九日
主馬殿は私に手紙をよこし、唐津侯に会ったこと、侯から次の
品物を送るように私に知らせるよう託されたこと、これらの品物
を運ん搾署に代金饗すと侯が語ったことを書いて来た．そこで
私はその品々を主馬殿の使い渡した。
白
天
竺
木
綿
二
○
反
一
コ
ル
ジ
ニ
○
レ
ア
ル
一
反
一
五
匁
計
三
○
○
匁
○
分
ス
ラ
ッ
ト
掛
布
二
○
反
一
コ
ル
ジ
レ
ア
ル
一
反
一
○
匁
計
二
○
○
○一四七
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ア
レ
ジ
ャ
布
五
反
一
コ
ル
ジ
三
○
レ
ァ
ル
一
反
二
○
匁
計
一
○
○
○
合
計
六○○
（閉）
助大夫殿から牛肉を贈られた。またジョルジュ・ドゥロイスは
次の諸品の勘定を済せた。
砂糖菓子四壷一壷五○匁
一一○○匁○分
麦麹または小麦を挽く石臼二筒
一
○
○
日巳斤
獣脂蝋燭
七○本
一
○
○
以
上
商
館
用
小
計
二一一○○
他に絹靴下一足キャプテン。コピンドール用
四
○
○
他
に
毛
糸
靴
下
一
足
同
人
用
六
○
他に緑色絹靴下一足オスタウィック君用三
五
○
他
に
絹
靴
下
二
足
キャプテン・コピンドールまたはオスタウィック君用
七
○
○
小
計
一
五
一
○
他にマカオから来たビロードと糯子の残品について、収益の他
に彼に支払うべき額
二
七
二
○
合
計
六
四
三
○
一○月二○日
私はアルパロ・ムーーョスの手紙に返事を書いた。そしてそれと
は別にデイエゴ・フェルナンド・リゴーテにあててジョルジュ・
□】の、◎
可佳日■且。
宛潰○誌
一四八
（明）
ドゥロイスに四ガンタの蝋燭用油脂を与え、そしてその残りをで
の四口（ｍ
きるだけ一宛るように一云ってやった。
内匠殿から牛肉を贈られた。またジョルジュ・ドゥロイスの細
君に一コルジーセレァルのデヘル産天竺木綿一反を贈った。それ
ず囚の国己のずのＨ
は彼女が時々英国商館で使うように贈ってくれた果物や砂糖づけ
に対する礼である。
一○月一二日
今夜半オランダ人の捕虜となっていた二人が大船から逃亡し
た。二人共ポルトガル人で、一人は彼らが捕獲したジャンクの船
長、他の一人はそれ以前に五回も捕えられたことのある商人であ
る。スティヵモン殿が二羽の家鴨と一皿の梨をくれた。彼は藩主を
ｍ盆日日○口
なぐさめる喜劇役者あるいは道化師である。
一○月二二日（榊鵬乱弔鈩わ叩）
この夜中にオランダ船から逃亡したポルトガル人一一人は平戸侯
が追手に出した人々によって捕えられ、連れ戻された。
権六殿の下僕は一反一○匁のスラット掛布四反を戻して来た。
このようにこれらの行商人たちは我々を利用するのである。そし
て別の二○匁は支払わないつもりでいるらしい。
キャプテン・スペックスは我含のジャンクの古い舵と大きい擢
二本を買いに人をよこした。この値段は両方の側の値を知らない
同志が一貫一○○匁に決めた。
一○月二四日
キャプテン・スペックスが来て私に、大工がジャンクの舵のこ
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とで彼をだましたのだから（彼らオランダ人がお人好しなので）、
我☆の舵を一貫一○○匁で買う必要はなくたり、再び戻して来た
といった。
一○月二五日
私はキャプテン・スペックスに手紙を出し、オランダ船ヤカト
ラ号で英国船を修理のため傾船してほしいと頼んだ。我犬は現在
の位置で船を陸にあげて修理することができないとわかったから
である。我戈は船を危険にさらさずには竜骨に到ることができな
いためである。（卯）
大御所様の末子上総様の家臣が商館に来て主人のため次のよう
な買物をした。
一
丁
一
五
○
匁
の
象
嵌
入
鳥
銃
二
丁
三
○
○
匁
○
分
ポレル布二反
二
○
○
○
ヶ口『昌一のの（皿）
ア
マ
ダ
ペ
ッ
ト
産
ア
レ
ジ
ャ
布
一
反
二
○
○
し曰囚Ｑ
信実から牛肉を贈られた。
キャプテン・スペックスは手紙をくれて、傾船するための小船
は、今度の大潮のときに修理のため陸あげしなければならないか
ら貸せないといって来た。
一○月二六日
（躯）
私はイートン君に手紙を出し、秀頼様が薩摩に生きていて、多
（兜）
数の船が準備を整えているという、そして大御所様が北国の大大
名
と
戦
争
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
い
う
噂
が
当
地
に
あ
る
こ
と
を
通
報
し、この話は彼らの内輪にしておくように頼糸、もし必要なら最
随
の
事
態
を
免
れ
る
よ
う
に
注
意
を
怠
ら
な
い
で
ほ
し
い
こ
と
。
そ
し
て
以
「リチャード・コックス日記」試訳（武田・森）
前の取引すべてに関して本当の計算書を送ってほしいと書いた。
我☆の欠乏に関して会社に本当の収支決算書を送り、何が起ろう
とも避けられるようにしたいためである。
ジョルジュ・ドゥロイスはマンゴウニ壷と大梨二○筒を長崎か
昌目函田の
ら送って来た。しかし手紙はなかった。
藩主は今日オランダ人を正餐に招いた。また私に伝言をよこし
英
人
も
招
く
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
キ
ャ
プ
テ
ン
・
コ
ピ
ン
ド
ー
ル
が
帰
っ
てくるまで見合わせるといった。
一○月二七日
今日我々のジャンク、シー・アドベンチャー号の帆柱が立っ
た。三、四○○人の男たちがこれに集った。隣人たちすべて、と
いうよりは全町の人が、彼らの下僕を送り、また我々と付合いの
あ石人は彼ら自身が来て、日本気質により酒や食物をジャンクに
持参して、順調な航海を祈った。士官全員は各々酒の小樽一樽を
贈られた、また彼らの俸給の前払いとして銀一枚ずつが支給され
るところだったが、私はこれをキャプテン・アダムズの来るまで
見合わさせた。
伏見の藩主の家来に白天竺木綿一コルジニ○レアルの品四○反
を、一反一四匁ずつで売った。合計五六○匁である。
平戸侯は私に鹿一頭を贈ってくれた。
一○月二八日
・コレサンの細君が酒一壷と無花果そして蜜柑を糸やげに持ち、
○．門の⑩四口◎
生後二○日の娘を抱いて英国商館に来て、娘の名前をつけてくれ
と望んだので、その同意を得てエリザベスにした。
一四九
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上総樹』Ｔ家来）の語ったところによると、主君から受けとっ
た手紙に大御所様は大坂に戻るはずで、主君も同行し、破損した
城を強化しな満して守備兵を入れるとあったそうだが、それはま
た戦争が起る前兆である。神よどうか世の中がうまくまとまりま
すように。
一○月二九日
我々は豊後様から豚一五匹を買った。値段は全部で丁銀八○匁
であった。
一○月三○日
（妬）
我々のオジァンダー号に水先案内人を派遣してくれた五島の代
の：①日の円
官が、今日英国商館を見に訪れ、牛肉と鶏一○羽を贈り物として
（妬）
持参した。彼は背骨の痛承をいやすために壱岐の温泉に行くとこ
ろだそうだ。
支那甲必丹は今夜半弟が彼あてに陸路手紙をよこしたといい、
その手紙に鏡と権六殿が、我念の仕事で兄弟がシナに送ろうと
した一艘のソマ船すなわちジャンクを長崎で停船させたそうで、
の
。
目
四
今の噂によればシナの近くの高砂ど呼ばれる島に兵隊を運ぶため
ということである。しかし私はむしろ大御所様が琉球を、たぶん
秀頼様が潜伏してはいないかと考えて調べようとしているためだ
と考える。
私
は
長
崎
に
二
通
の
手
紙
を
書
い
た
。
一
通
は
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ド
ゥ
ロ
イ
ス
に
チ
ャ
ン
の
見
本
を
送
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
、
ま
た
同
時
に
マ
ン
ゴ
ウ
と
梨が送られてきたことを報告するためである。もう一通ほメルヒ
ョル・ファン・サントフォルトあてで、長崎で作らせる四種の大
法
政
史
学
第
二
十
一
号
一五○
釘または鋲の表である。大釘一○○○本、より小さいもの一○○
○本。なお小さいあの一五○○本、最小のもの二○○○本。
一○月三一日
上総様の家来が、かねて広言していた通りにこれから我とによ
くしてくれるらしいので、私はハント君が以前にくれた大型ピス
トル一挺を贈り物とした。
一一月一日鏑鯛式調にも弔日）
（”）
今日は日本人の間の祭礼で、馬を走らせ弓矢で的を射るのであ
るｏ
’一月二日
（叩）
長崎経由で一シナ人を通じて一通の手紙をシャムのガーネイ君
§
屋
９
９
に書き、シー・アドベンチャー号が昨年破船して琉球に着いた次
第と、現在ほぼ昨年と同じ量の荷を積んで彼地に行く用意ができ
ていて、エドモンド・セイヤーズとキャプテン・アダムズが乗っ
て行くことを報告した。またオジァンダー号が当地に着き、ラル
フ・コピンドールが指揮官で、ジョン・ハントが船長であり、彼
とキャプテン・アダムズは日本の朝廷に行っていること、オラン
ダ人が黒たんを積んだジャンクというかっこうの獲物を海で得
て、大御所様が船も品物も彼らの自由にしてよいと許可したこと
も報告した。
一一月三日
平戸侯は英船の船員の一人を追放した。その船員を刀で傷つけ
たために若い紳士を内匠殿が追放したからである。そこで紳士は
呼び戻され、船員は追放され、内匠殿は叱責された。またある若
Hosei University Repository
者が盗みをしたために斬罪に処せられた。
一一月五日
権六殿の家来の一人が都から来て、キャプテン・コピンドール
が駿河から戻り、ただちに平戸にこようとしているといった。
’一月六日
我々は今日道の向うのジョアン殿の家を地所とも一貫七○○匁
。
ｇ
§
の
で買い、昨年と今年の借賃は払わないことになった。それは我々
の商館に近く、道を隔てて建っている大きな家で、船具やその他
のどんな物でもしまって置くのにふさわしい。そして彼はこの売
買に伴なって、この家の前に壁を造るために小舟三○隻分の石を
我犬によこすことになっている。
私はキャプテンＯコピドールからの手紙二通を受け取った。一
通は都発一○月二四日付、そして他は大坂発一○月二八日付であ
る
。
そ
し
て
他
に
二
通
、
イ
ー
ト
ン
君
か
ら
受
け
取
っ
た
。
一
通
は
都
発
同
月一一三日付、他は大坂発同月二八日付である。その中でキャプテ
ン
・
コ
ピ
ン
ド
ー
ル
は
、
大
御
所
様
が
彼
が
携
帯
し
た
贈
り
物
を
非
常
に
喜
んで受理し、彼に時服五枚、槍の穂先一○振、矢尻一○○箇、脇
差三振を賜わり、また我なのために薩摩侯にあててその全領内で
貿易するようにとの書状を下賜されたと報告して来た。彼はまた
（皿）
大御所様が江一戸の伴天連達のところへキャプテン・アダムズをや
り、（柳の領地の外へ僧衣を着た者すべてを追放したのに、なぜま
た来たかを尋ねさせたことも書いてきたｂ彼は今後日本人がメキ
シコへ行けば死刑にするという布告を出していたが、これらの伴
天連達は船でメキシコから着いたばかりだったのである。
「リチャード・コックス日記」試訳（武田・森）
一一月七日
（鯛）
私はシャムのガーネイ君にあてて写しにあるような手紙一通を
書いた、そして長崎のメルヒョル・ファン・サントフォルトに、
同地にむかう最初の船で発送してくれるように頼んだ。ガーネイ
君あるいは他のその地位に当る人にあて、船が来るのが前もって
わかったら、船荷を用意するようにどいってやったのである。
また、私は二通の手紙を書いた、一通は支那甲必丹の便によっ
て、メルヒョルに八○○○本の鋲を買うように云ったもの、そし
てもう一通はジョルジュ・ドゥロイスに五ないし六○○斤の松や
にを買い付けるようにいってやったものである。
一一月八日
私
は
長
崎
発
新
暦
二
月
一
四
日
付
の
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ド
ゥ
ロ
イ
ス
の
手
（川）
紙を受け取った。彼はその中で薩摩侯が四○○隻の兵船を急いで
仕立てたがその目的は知られていない、と書いて来た。また大御
所様が日本のすべての藩主あるいは殿を次の三月に駿河に召集す
るということである。
彼はチャソを長崎で一○○斤三五匁で買うつもりだと書いて来
た。
（叩）
ウィッカム君がかつてジョン・ジャパンを解雇したときに、琉
］◎ず己］四ロロロ
球で一雇ったマルチンという名の日本人が脇差すなわち短劔を一振
昌
四
日
目
と、御器すなわち皿一○枚を盗んで浦妄えられ斬罪を宣告された。
ｍｏｎｏ⑪
しかし彼は長崎の住民だったので、藩主は一命を助け、再び当地
に舞い戻ったら死刑にするという条件で、その領地から永久に追
放した。
一五一一
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法
政
史
学
第
二
十
一
号
一一月九日
オランダ人が捕獲したジャンクの船長のポルトガル人が再びエ
ンクホイゼン号から足椥をしたまま逃亡した。そしてそれは皆が
レロ澪①司冊目
思
う
よ
う
に
見
張
番
が
そ
の
こ
と
を
承
知
し
て
い
な
か
っ
た
ら
で
き
な
か
っ
たろう。
逃げたのはポルトガル人船長ではなく、その船のシナ人及びカ
フロの奴隷一○人であった。
権六殿は平戸侯に手紙を送り、ダミァンとフワンを自由にする
ためできるだけの手は尺したが、カピタンが何もしようとしなか
った、しかし船の出る前に彼が自分自身で出かけて彼等を連れ出
そうと書いてあった。これが権六殿の狡滑なところである。なぜ
なら彼は今や大御所様が二人を自由にするように命じたことを知
っているからである。さもなければ彼はダミァンの持ち物を没収
しようとして、彼らを縛り首にもしかれなかった。
一一月一○日
支那甲必丹は長崎にいる弟から手紙を受け取り、それによれば
長崎からシナに向けて七七、八人の乗組員を乗せて出港したシナ
・ジャンクすなわちソマ船が海で海賊に会い、海賊たちは乗組員
全員ののどを切り、品物を全部持去り、その結果ジャンクは七、
八人の死人を乗せて五島の海岸に打上げられ、残りは船から海中
に投げ出されたということである。
我友の通訳ゴレサンは私の勘定で五匁をペドロに支払った。彼
に靴を買ってやるためである。
（川）
マティンガの下碑のおとが逃げたが、追手が連れ戻した。逃げ
昌
呉
旨
恩
○
ｓ
一五二
た理由を尋ねたところ、遊びたくて我慢できなかったためだと答
えた。一一月一一日編鰯一℃閉一一一毛日）
（川）
支那甲必丹は弟から手紙を受け取り、その中には我灸からダテ
旦巨（感の
イー布二○○反を買いたいこと、またそのための金を送るつもり
だ
と
書
い
て
あ
っ
た
そ
う
で
、
哀
れ
な
シ
ナ
人
に
そ
れ
を
や
っ
て
彼
等
の
衣
服にさせるためだという。ぞのシナ人たちは琉球と薩摩の海岸と
は漂着した二隻のジャンクに乗っていた連中で、その中の何人か
は
お
ぼ
れ
て
し
ま
い
、
の
が
れ
た
連
中
は
丸
裸
だ
っ
た
そ
う
だ
。
彼
の
語
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
彼
ら
兄
弟
は
こ
れ
ら
の
ダ
テ
ィ
ー
布
を
前
述
の
シ
ナ
人
にやるつもりで、彼らの大部分は南京の近くに住んでいるそうだ
が
、
こ
れ
を
英
国
人
の
贈
り
物
だ
と
彼
ら
に
云
う
つ
も
り
で
い
る
。
な
ぜ
な
らシナ貿易を開くについて彼ら兄弟が差配していることで、イギ
リ
ス
国
民
を
よ
く
云
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
だ
そ
う
だ
。
彼
ら
兄弟はこれらダティー布に一反につき一○匁支払わねばならな
い。我々は火薬一樽の残りを受け取った。それはザンザパーの家に
残っていた非常に粗悪なもので、我灸の新しい小屋にしまった。
ニールソン君はジャンクの書記に慣例に従って、航海中の船員用
の魚の費用として小粒で三一一一四匁を支払った。そして彼らが九日
に買った米の価格は九三一一匁四分。
一一月一二日
私は平戸侯の許へ行き、左兵衛殿が、もし人々が自分の手紙を
見
て
も
二
人
を
自
由
に
し
な
か
っ
た
時
は
、
自
分
に
そ
の
旨
伝
え
て
く
れ
れ
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ぱ別の手段を取ろうと言ってくれたと、イートン君が知らせて来
たことを伝えた。そこで平戸侯は、人々が二人を自由にしたかど
うかを権六殿の所へ聞きにやろうと言ってくれた。権六殿の家来
が私を尋ねて来ていたが、彼がここへ来たことは口外しないでほ
しいと私に頼んだ。彼らとは二重に取引きすることになる。
一一月一五日
平戸侯の肥前様は大御所様の御用として左兵衛殿に送るために
（叩）
象嵌入燧石鳥銃八丁を取りによこした。私は一丁二○○匁の値を
⑩ロ、□ず四口口の
つけ、その］臼左兵衛殿に書き送り、同時にダミアンとフワンの釈
放について権六殿あてに手紙を書いてくれたことを謝した。
一一月二一日編鯛一刈朋一匪日）
藩主の家来の武士の一人が私に贈り物に鶏五羽をくれた。ま
た、スキテと朝鮮人がそれぞれ蜜柑一篭をくれた。
の丙】［の
一一月二二日
（叩）
備後の鞆の定宿の女主人が長崎から一民り、英国商館を訪れて梨
を贈り物にくれた。私は彼女に託してイートン君に手紙を送っ
た。五日前に藩主の家来を通じて送った手紙と同じ趣旨のもので
ある。また私は長崎のメルヒョル・ファピサントフォルトとジョ
ルジュ・ドゥロイスあてに二通手紙を書き、鋲を八○○○本と、
オジァンダー号を整備するためシナの油八樽を支那甲必丹の弟か
ら買うように指示し、そのために早舟を一隻送った。
一一月一一三日
藩主は私に権六殿から受け取った手紙を送ってよこした。権六
殿は藩主にダミァンとフワン・デ・リモハナを自由にすると知ら
「リチャード・コックス日記」試訳（武田・・森）
せてきていた。
一一月二四日
夜ふけにオジァンダー号の砲手の船室から一五○斤の重さに相
当する鉛が盗まれた。大砲の火門のおおいと、船を修理する際に
舷側からはぎとった古い鉛とである。それらは砲手ジョン・クロ
］ロ○・○ｓロ、ゲ
ーの船室から盗まれたが、彼がそれを黙認したかどうかはわから
な
い
。
ま
た
も
や
疑
い
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
の
ロ
ピ
ン
に
か
か
っ
た
。
丙○ず］口
彼は自分の盗んだ鋲といっしょに以前に鉛を少を売りたいと申し
出
て
、
盗
品
と
も
ど
も
つ
か
ま
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
〈
ソ
ト
君の話によると、倉庫からさらに二○○斤以上の鉛が盗まれてい
る
そ
う
で
、
く
だ
ん
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
と
も
う
一
人
同
郷
の
ジ
ョ
ッ
キ
］。。汚］
Ｉが数回にわたって運び去ったものらしい。
一一月二五日
我
と
は
琉
球
で
ジ
ャ
ン
ク
か
ら
逃
亡
し
た
悪
者
の
日
本
人
水
夫
に
出
会
った。それで、彼が平戸の町を歩いていてオランダ人に雇われる
と
こ
ろ
を
見
か
け
た
の
で
、
と
い
う
の
は
ヤ
コ
ブ
・
ス
ペ
ッ
ク
ス
は
い
つ
で
も以前に英国商館で働いていたことがわかる人間を一雇い入れたが
る気性なのだが、この男を捕えて裁判官の前に連れてゆき、彼に
対して述べられる罪状に対して申し開きするまで拘束してもらっ
た。
一一月二六日
平戸侯はスペイン酒一瓶を取りに来させ、オスタウィック君の
外
套
の
色
が
美
を
し
く
王
者
に
ふ
さ
わ
し
い
か
ら
買
い
た
い
と
言
っ
た
。
オ
スタウィヅク君は藩主に二○○匁で売った。私か聞いたところに
一五三
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よれば、ポルトガル船のカピタンがオランダ大船から逃亡し、今
月ひそかに彼を待って仮泊していた四隻の帆船に向って泳いでい
っ
た
そ
う
だ
。
こ
の
た
め
、
キ
ャ
プ
テ
ン
・
ス
ペ
ッ
ク
ス
は
船
長
の
デ
ィ
リ
ロ①ｑ旨丙
ツク・デ・フリースに対して大変立腹しているそうだ。
』のぐユの⑩
一一月二七日
早朝私はキャプテン・アダムズから今月一七日小倉発の手紙を
受け取った。彼は二、三日うちにこちらへ来たいと言い、キャプ
テン・ゴピンドールを健康のすぐれぬまま都に残して来たこと、
ダミアンとフワン・デ・リニハナの釈放方につき大御所様からの
お墨付を持って来ることを書いてよこした。私は彼に直ちに返事
を書き、知工（事務長）の甚五郎に託し、丁銀五個二○○匁も、
のごｍ『ｏ
必要があれば陣晦崎帰る時に使用するように添えて託した。彼は金
子を持ち合せないと書いて来たからである。
キャプテン・アダムズは正餐のすぐあと帰って来た。我々は大
御所様、後藤庄三郎、左兵衛殿からの手紙を手渡そうとして藩主
の館に出向いた。しかし藩主は鷹狩りに出かけ、我女は手紙を家
老の大炊殿に預けて帰館した。
一一月二八日
キ
ャ
プ
テ
ン
・
ア
ダ
ム
ズ
は
エ
ド
モ
ン
ド
・
セ
イ
ヤ
ー
ズ
と
ジ
ョ
ン
・
オ
スタウィックと共に長崎へダミァン・マリンとうワン・デ・リニ
パ
ナ
の
釈
放
に
関
す
る
お
墨
付
を
持
っ
て
行
っ
た
。
キ
ャ
プ
テ
ン
・
コ
ピ
ン
ドールは午前中こちらに着いた。
一一月二九日
大坂の宿主が送ったと書いてよこした諸白二樽はキャプテン。
一五四
コピソドールが乗って来た帆船では見つからなかった。また、ウ
ィッカム君が茎漬物やその他の物を入れて送った二○○匁相当のね
うちの箱も同様同船中で紛失した。さもなければどちらも船に積
み込まれなかったのである。
’一月三○日
午後キャプテン・アグムズがダミアソ・マリソをともなって長
崎から帰った。しかしフワン・デ・リニ〈ナは上陸して病気にな
り長崎に残った。人々はキャプテン・アダムズが行く前の日に二
人を釈放していたのである。しかし、ダミァソの語ったところに
よると、ポルトガル人たちは彼らに死を宣告していて、彼は死す
べき者として、徴悔をし、死に備えるよう言われていたそうだ。
これは何か月か前のことで、それ以来釈放される瞬間まで、いつ
死なねばならぬかと思ってきたという。そして、ポルトガルのカ
ピタンは山ほどの約束をして、自分とともに行くように説得しよ
うとしたが、説得できないとわかると、イギリス人ともオランダ
人とも行かないことを約束させようとしたそうだ。
私陸狙州←蝋一『川一漏〆から、ｈ洲へ行くとき私が貸し
た銀の塩入れ、銀のさじ二本とフォーク二本、ならびにやはり貸
してあった銀の小カップすなわち味見用小杯を返してもらった。
彼はまた私に大御所様から賜わった時服のうちの一枚と上等のカ
ショすなわちチャウダー布一反を贈り物にくれた。
ｎｍの声。一二月二日
ルイス・マルティンが平戸へ来て私に食．〈ソをくれ、色々とお
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世
辞
を
言
い
、
私
が
多
く
の
人
か
ら
、
ダ
ミ
ア
ン
と
フ
ワ
ン
を
自
由
に
し
て
やるという蔬蕊恋深い行為によって賞賛されていると語り、また、
この件に関しては船のカピタンに落度はなく、悪いのはスペイン
人たちだと言った。いづれにせよ、そのように権力をふるうなら
彼らは全部我々の敵である。
私
は
彼
が
八
日
か
一
○
日
の
問
町
に
い
て
ひ
そ
か
に
宿
に
泊
っ
て
い
た
こ
とを聞いたが何の理由かは知らない。私は彼に、すこし前に彼が
町にいると聞いたことがあったと言ったところ、彼は否定はせず
絹を売るためだったと言った。
一二月一一一日
朝早く藩主のところから我々を夕食に招待し仁来た。我々のジ
ャンクがシャムへ行く用意ができたことを知ったからである。宴
会はすばらしかったが、酒は過分であった。出席した英国人はキ
ャ
プ
テ
ン
・
コ
ピ
ン
ド
ー
ル
、
キ
ャ
プ
テ
ン
・
ア
ダ
ム
ズ
、
ニ
ー
ル
ソ
ン
君
エ
ド
モ
ン
ド
、
セ
イ
ヤ
ー
ズ
、
ジ
ョ
ン
・
オ
ス
タ
ウ
ィ
ッ
ク
、
そ
し
て
私
で
ある。一二月五日
私は今日キャプテン・アダムズに銀六○○ポンドを渡した。そ
（Ⅲ）
のうち四○ポンド一○シリングは対馬の灰吹銀、残りはレァル貨
で、あわせて二四貫である。
一二月六日
私はビスケット二○壷と紙五○○枚をジャンクに送り、キャプ
テン・アダムズにシャムへの船旅に際して手紙を渡した。すなわ
ち、（刈ヤムの支配人ジョン・ガーネイ君へ一通、バンタムの支配
「リチャード・コックス日記」試訳（武田・森）
（烟）
人ジョン・ジャーデン君へ一通、ペターーの支配人アダム・デント
］◎ずロ］◎巨『＠のロ
ン君へ一通。そして、ジョン・ガーネイ君あての包承に、送ろう
（川）
（叩）
とする積荷と商品全部の船荷証券を同封した。また、ビスケット
を三壷、一つはガーネイ君へ、一つはシャープ君へ、一つはデン
トン君へ、私自身の贈り物として積承込んだ。キャプテン・アダ
ム
ズ
と
エ
ド
モ
ン
ド
・
セ
イ
ャ
ー
ズ
ヘ
は
、
も
し
シ
ャ
ム
へ
到
着
し
な
か
っ
た場合、どのように事を運んだらよいかについてのメモを手渡し
た。そ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
か
ら
シ
ー
・
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
号
は
停
泊
地
を出発し、オランダ人は出発に際して六発の祝砲を打った。すぐ
（川）
後でヤン６，ヨーーステンが都へ行った。オランダ人は出発のとぎ九
］ロ。．『。◎の①ロ
発
の
砲
を
打
っ
た
。
私
は
ジ
ャ
ン
ク
で
川
内
浦
ま
で
行
き
、
ブ
ド
ウ
酒
一
樽、密柑一篭、梨一篭とビスケットを篭の三分の一鐸曇し、日本
気質で出発する仲間の健康を祈って杯をあげてから戻った。
一二月七日
風も天候も大変良かったので、シー・アドベンチャー号はけさ
川内浦からシャムへ向けて出帆した。神が同船に順調な船旅を与
え給わんことを。
一二月八日
我為はオジアンダー号に舶載して来た蝋を計量し、一トン不足
していることがわかったｂ我々は胡椒も計量し、これは一一トン以
上不足している。まちがいなくこれらは水夫たちが横領し盗承去
ったのである。私は支那甲必丹の親類の一（剤を胡椒の代金を持つ
ｚごロ■□
て来させるために対馬に派遣し、同地の宿主にあててその金額を
一五五
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二官に渡すように手紙を出した。そして、宿主が金を出さないよ
うな場合に備えて、対馬侯に裁きを依頼する手紙を書いた。また
私は宿主に一コルジ八レアルの白天竺木綿二反、一コルジ一五レ
アルの青バイラム布二反を贈り物とし、一一官に宿主への六一七○
斤の胡椒と水牛の角三○五本の勘定書を渡した。
三一月九日
我犬はオジアンダー号を浮かべて沖へ出した。これは過去二度
の大潮の時期には出来なかったことである。
支那甲必丹アンドレア・ディティスに、銀杯を作る費用として
八レアル私自身で貸し与えた。鉛を四○棹、蝋を三○梱、胡椒を
五○袋大坂へ送るため帆船に積んだ。
一二月一○日
紺地は大阪のイートン君の許へ送るため次のような品を帆船に
積んだ。
一○○斤あたり四囲一“レアルの胡椒一○○袋Ⅱ二賞四二一一一匁
四分三厘。】ｇワ四ｍ⑰Ｃ８ｂ９ｇ←蔓困ご】８
一○○斤一一四レアルの蝋六五梱Ⅱ二賞六一一一七匁一分。
一○○斤六レアルの鉛四○本Ⅱ四賞四○一匁六分。
積荷総計一八賞四六二匁一分三厘一一一毛。
支那甲必丹はイートン君に砂糖づけ－壷を贈った。我々はアン
ドレア・ディテイスの丁銀一一貫目を受け取った。その金は彼がニ
ールソン君に船の費用として渡したものである。しかし彼はその
うち一○○匁を喜右衛門殿に、これらの商品を大阪へ運ぶ船の一屋
Ｃ巳四目ｏＤｏｐｏ
用費の一部として支払った。全額三五○匁のうち残りは大阪でィ
一五六
１トン君が支払うことになっている。去年胡椒を買った商人が鉛
一○蕾○斤あたり六五匁の値をつけたが、やがて前言を取り消して
一○○斤六○匁の値をつけた。
一二月一一日編剛一一一一卵一一一毛日）
唐津侯に次のような品を売った。一コルジニレアルの白天竺
木綿六○反Ⅱ九○○匁・スラット掛布五反Ⅱ五○匁。計九五○匁Ｕ
一一一月一一一一日
（畑）
我々はジョアン殿に商館の西側に道を隔てて建っている倉庫を
譲渡してくれた代金七○○匁を丁銀で支払い、これで全額払った
ことになる。そのうち一貫目は以前に支払ってある。オランダ船
の船長ディリック・デ・フリースは出発の用意ができたので明日
我々を正餐に招待してくれた。大坂へ送る荷物を積んで帆船が戻
ってきた。
一二月一四日
我々はオランダ大船の上で正餐を取った。陸に帰ったとき三発
の砲を打ってくれた。キャプテン・スペックスは正餐には来なか
った。彼はうぬぼれが強すぎる。
一二月一五日
私は一シナ人に託して、ジョルジュ・ドゥロイスにあらゆる種
類の庭園用の種子を送ってくれるように手紙を書いた。
一二月一六日
支那甲必丹の弟のキャプテン・ハウが私に贈り物として無花果を
一樽だったか、日本の青い無花果一壷だったかをくれた。我々は
オ
ラ
ン
ダ
船
と
オ
ラ
ン
ダ
の
ジ
ャ
ン
ク
の
船
長
た
ち
を
明
日
正
餐
に
招
い
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た。彼らは最初の順風で航海に出る支度が出来上っているからで
ある。一二月－ど日
我交はオランダ人を正餐に招き、やって来た面灸は大船の船長
のディリヅク・デ・フリース、商人のウィルレム・ヤンスゾーヱ
ヨ
日
．
］
◎
目
の
。
ロ
ジ鈩刈クの船長ピーテル・ヤンスゾーン、大船の水先案内人、そ
勺笄の円］◎ずロ⑩◎回
れに外科医のフレデリヅク君である。私はディリックに封をしな
句『のロユ、丙
い手紙を運んでもらたいかったのだが、彼が言うには、キャプテン
・スペックスは、英船が彼の手紙を運び現地のオランダ人に渡し
た礼としては、我含の手紙は封をしてディリックが運んだ方が喜
ぶだろうと思うということである。さもなければ、彼は我々の封
をしたのとしないのと一一通りの手紙を運ぶことになるだろう。私
はイートン君から都発一一月一一一一一日付のと大坂発二月一一一○日付
のと一一通の手紙を受け取った。また、江戸、駿河、大坂での仕事
（皿）
の勘定書とキャプテン・コピンドールが上方で贈り物にした物品
のノートも受け取った。
ダミアンがフワン・デ・リエベナと長崎から戻り、私に諸白一
樽と梨一皿とを贈り物にくれた。大坂の宿主が私に日本の硯箱を
贈り物に送ってくれた。
一二月二○日
私はパンタムのキャプテン・ジャーデンあてに、写しにある通
り、オジアンダー号の到着以来の出来事を書いて送り、同様の手
（皿）
紙をシャムの支配人ジョン・ガーネイ君にも送った。また第三の
手紙を。ハターーのアダム・デントン君に、他に二通キャプテン。Ｗ
「リチャード・コックス日記」試訳（武田・森）
・アグムズとニドモンド・セイヤＩズに送った。最初のパンタム
あての手紙はキャプテン・ヤコプ・スペックスの気が変ってエン
クホイゼン号で送ることになり、他の四通もやはり彼の気が変っ
てシャムへ行くピーテル・ヤンスゾーンのジャンクで送ることに
なった。キャプテン・スペヅクスは、我々が彼らの手紙を運んだ
礼として我女の手紙を右のどちらかの経路で送ろうと申し出てく
れたのであった。また、キャプテン・コピンドールの手紙一通も
パンタムあての手紙に同封した。
一二月二一日
支那甲必丹のアンドレア・ディティスから丁銀三賃五○○匁受
け
取
っ
た
。
そ
の
う
ち
五
○
○
匁
は
大
判
一
枚
五
五
○
匁
を
添
え
て
、
助
（畑）
太夫殿にオジアンダー号のマストを購入してもらうため支払った
が、五○○匁は悪貨で戻されて来た。
一二月二一一日（蒜勵乖牌一幸朝一汚堅日）
夜明け方、オランダ人は大砲と小砲を沢山打ち上げた。彼らの
元旦にあたるからである。午前中へオランダ人が捕らえたジャン
クがシャムに向けて平戸の停泊地を出発した。私はウィッヵム君
（皿）
とイートン君に今月一八日と二○日付けで手紙を書き、今日まで
手許においておいたが、それを左兵衛殿の手の者に託して送っ
た。また、日本語で彼の主人にあてて、キャプテン・アダムズが
もたらした手紙を受け取ったこと、及びダミァンとフワンの釈放
に関して書き送った。
一二月二一一一日
今日、一六才の少年が小舟を盗んで他の島へ持ち渡った科で斬
一五七
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刑に処せられた。私は藩主の許へ助命に人をやり、藩主もそれを
認めて、しばらくして処刑を暫時見合わせるよう執行人のあとか
ら家来を遣わしてくれたのだが、執行人は待とうとせず、助命の
便が来るより先に、刀の切れ味をためすために少年を一寸だめし
に切って殺してしまった。
私はピーター・ウォッデンにブドウ酒一樽、．〈ソ一○個、密柑
一驚を持たせて川内浦にいるシャム行のジャンクの船長ピーテル
・ヤンスゾーンの所へ行かせた。そのジャンクは同船の修理につ
いて、日本人たちと勘定の決着をつけるため同地にとどまってい
たもので、オランダ人たちはそれにつき一人の悪賢い人間を雇っ
ていたが、それが、ちょうどキャプテン・アダムズの書役が我々
にしたように、｛彼らをだましたのである。書役はオジァンダー号
の費用として大工たちのために支出した五○○匁の金子を持ち去
り、その上にジャンクの費用総額も受け取ったのである。
一二月二四日
我との一雇っている大工たちが来て、ニールソン君がジャンクの
書役に支払った五○○匁をもらえまいかと言った。実際には書役
が大工たちをだましてジャンクの費用だと言ったのだが、惠美上
はオジアンダー号の費用なのだから、という訳である。
そこで我をはもう一度五○○匁支払わされ、ジャンクが戻るま
でその勘定としておくことにした。
（噸）
アカプルコから来航した船のスペイン人三人が英国商館に来
た。彼らの言によれば、七、八艘の船が南方の海を航行中で、ペ
ルーの海岸地帯で傷害事件をおこし、全船武装していること、ま
一五八
たメキシコのスペイン人がすべての外国人をメキシコから排し、
再び同地へ貿易に来させないことを宣言し、そむいた者は死刑に
処すとしたことはいずれも事実であるそうだ。
一二月二五日
クリスマス。内匠殿はブドウ酒二樽と魚二尾を、藩主は鯨二
切、支那甲必丹はシナ酒一壷を贈り物にくれた。他の隣人たちも
クリスマスを祝ってささやかなものを贈ってくれた。
一二月二六日
私は藩主と内匠殿の許に、日本の慣習に従って、贈り物の礼を
言
わ
せ
る
た
め
通
訳
を
行
か
せ
た
。（伽）
今日オランダ人の真諭の半カノン砲が鋳あがった。五○賃の重
烏
日
】
８
日
。
◎
ロ
ロ。．、ごＳｃョ碕頁
さのすばらしい砲である。
一二月二七日
夜になるころ、藩主の側用人総右衛門殿が、藩主の許へゆく途
中だということで、英国商館へ来た。支那甲必丹が彼に会った。
彼の用向きというのは藩主が会社から借りている金のことで、彼
の言によれば藩主はすぐ支払うそうだ。また、オランダ人が今ま
でに藩主に掛けで一○○賞もの商品を売ったように、来年適当な
値段で支払うから我々の商品も譲れという趣のことも言った。彼
（、）
が言うには、藩主はこのようにして少しづつ祖父の代からの負債
を軽くしてゆくそうで、負債がなくなるまでは、この状態を続け
るのである。彼が引き取る商品は都の日本人たちに与えるもの
で、法印様は彼らから以前に何度か金子を受け取っており、今だ
仁利子がふえている。このようなことが続けば、彼によい結果が
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もたらされないだろう。それで私は会議を開かねばならないの
で、このことを明日に持ちこすことにし、総右衛門殿にはキャプ
テン・スペヅクスと同様私も喜んで藩主のために出来るだけのこ
とをしたいと伝えてほしいと頼んだ。
水夫の一一コラス・グラントは酔っぱらって自分の腕を刺した。
．ｚ局。］四のの『囚昌
オスタウィック君が一二ペンスの金を彼に貸そうとしなかったか
らだ。一二月二八日（、）
支那甲必丹の新しい家が今日棟上をし、隣人たち全部は日本気
質で彼に贈り物をしたＰ私は諸白一樽、スペイン酒二瓶、鮭の干
物、オランダチーズ半分を贈り、あとから隣人たちと一緒に自分
でも出かけた。そこで私は》砿王の大工頭が儀式を行なうのを見
た。それは次のように行なわれた。まず彼らは届けられた贈り物
をすべて運びこゑ、大黒柱の前にずらりと並べ、各灸の中から一
番良いものを取って柱の根元に置き、それら五、六個のひとつひ
とつに酒蕾を注ぐ。これらのことをひどく謙遜な態度で静かに行な
い、その間中一言の言葉もしゃべらない。しかし、終った時、彼
らは残りの贈り物を取って大変愉快に冗談を言いながら飲承食い
し、ついには舍負、あるいはほとんど全員が酔いつぶれるほどだ
った。人女は、新しい家がこのようにしてお浄めが済んだからに
は住む人間にとって幸運なものになるだろうと思うと言った。過
去に神主たちが定めた規定があり、それがそう教えているからで
ず。ご目■ロ
ある。船員が英国商館に仮面をかぶってやって来て、それからクリス
「リチャード・コックス日記」試訳（武田・森）
マスの余興を上手に楽しそうにやった。
’二月二九日
私はマティンガに着物を作るように五○匁の糯子一反と一○匁
のタフタ一反を与え、セラ布の着物二着をおととふくに与えた。
○
８
司
巨
、
。
また、一○斤のプリアマン胡椒で一斤八分すなわち一○○斤八○
匁のものを藩主の内科医に売り渡した。
船長のハント君がぶんぶん怒って陸に上って来て、ジョン。シ
］ロ◎・
エパードにそそのかされてコックのジョン・ココラの頭を傷つけ
、冨目のａ
］ｐＰＣｏｎｏ『囚
たことを書いておくのもよかろう。彼が理由もなしにその男を手
荒く扱ったり打ったりしたのはこれがはじめてである。
一二月三○日
我灸は白石灰七一一三袋を一袋三分で買った。大変安かった。私
は外科医のために船用の諸白と牛の脂肪を承つけてくれるように
ジョルジュ・ドゥロイスに手紙を書いた。神が健康を恵承給わん
ことを。南京のシナ人が南京酒一樽とシナ菓子一ダースを贈り物
に持参した。
一二月一一一一日編鰍一乖牌一幸潮一一一序詞○日）
私はマティンガが会社の役に立っているので、《住居用として一一一
○○匁与えた。
また、日本人の床屋らつば堂が密柑一篭を贈り物にくれた。
宛四℃ご口。◎
私はジョン・〈ン卜君に会社の仕事のために上陸してもらい、
真諭の滑車のことで相談に乗ってほしいので手紙をやったが、不
機嫌な返事をよこしたことを書き忘れた。
一五九
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法政史学第二十一号
注（１）イギリスはユリウス暦を使用していたので、他の西欧諸国
の使うグレゴリオ暦（新暦とコックスは呼ぶ〕に一○日遅
れる。以下主要な月日に各暦日を付記する。
（２）Ｏ茸の冷旨のは８日国日員・大目付か。
（３）総兵衛、慶長二年正月法印・隆信連署の朱印で、扶持六
石と屋敷を下賜された（御家世伝草稿宗陽公）。
（４）豆』Ｈ・】の当ｏＨｍの長崎在住の商人。の巨の四目囚は日本人妻。
（５）李旦
シナ人商人（泉州出身・甲必丹）。平戸を根
レロ号８□】民の
拠地としてムロ湾中心の貿易に従事、朱印船貿易家。弟華宇
尋
冨
ョ
とともにセーリス来日（一六一三年）当時から、持家を商
館に貸すなど、英国人と関係が深く、中国本土との交易を
周旋ずるといって、しばしば金品を持ち出した。
（６）イタリア人。英商館のジャンク、シー・アドベンチャー号
にニハ一四年航海士として勤務したが、それが利敵行為と
見なされ、長崎碇泊中のマカオ船に逮捕・抑留された。
（７）イスパニア人。ダミアン・マリンとともに、シー・アドベ
ンチャー号に雇われた船員。それを利敵行為とされ、グミ
ァンと屯どもにマカオ船に逮捕された。
（８）（巌月ｏｇｏ１の］“ぐ①恩》旧呂］・マカオ船の船長。
（９）松浦肥前守隆信。久信の長子（母大村純忠女）宗陽公・天
正一九ｌ寛永一四。父久信が天折したので、慶長七年祖父
法印公から平戸藩六万一一一千余石を襲封。
（、）松浦源太郎信清、久信第一一一子次男、叔父松浦豊後守信実の
一六○
養
子
と
な
る
、
寛
永
元
没
。
松
浦
半
左
衛
門
（
源
四
郎
）
信
辰
、
主
殿、久信第四子三男、寛永一一一年徳川家光に召され、御小
姓
組
に
列
す
、
同
一
五
没
、
四
二
才
。
（、）松浦豊後守信実、松浦法印鎮信の弟。元和七年八月一二日
没
。
久
信
の
次
男
信
清
を
養
子
と
し
た
。
（皿）志佐純意の第二子、松浦法印の父道可の外孫、佐川美濃守
純
昌
の
養
子
と
な
る
。
隆
信
の
家
老
と
し
て
藩
財
政
の
確
立
に
努
力
切支丹弾圧にも辣腕を振った。寛永元没、四五才。（「御家
世伝草稿、宗陽公」には元和八年三月二一一一日没享年四五才
とあり。）
（Ⅲ）松浦三五郎信正。松浦法印鎮信の子。母は朝鮮人。後年放
蕩
の
た
め
平
戸
の
近
郷
に
蟄
居
さ
せ
ら
れ
た
。
（ｕ）寺沢志摩守広高又正成。唐津藩主。永禄六ｌ寛永一○。豊
臣
家
に
仕
え
肥
前
国
唐
津
で
六
万
石
を
領
す
。
朝
鮮
の
役
、
関
ヶ
原
役
の
功
に
よ
り
一
二
万
石
に
加
増
さ
れ
る
。
家
康
に
接
近
し
た
。
文
禄
三
年
初
の
長
崎
奉
行
に
就
任
し
た
。
（巧）因目・痙旨帯①ロオランダ船。約一一一○○トン。同年八月九日
川
内
に
入
港
。
船
長
デ
ィ
リ
ッ
ク
・
デ
・
フ
リ
ー
ス
。
一
日
早
く
来
□可凶、寿旦のぐ風の⑪
日
の
ヤ
カ
ト
ラ
号
に
対
し
て
「
大
船
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
翌
年
二
月
二四日離日。
（坊）同年八月八日平戸着、船長ピーテル・ヤンスゾーン、商務
句岸の『］四口のＮｏ．口
員補レオナルド・カムプス。チャンパ（当時の安南国に南
旧の。：ａ○回目ロの
接するチャム人の国、一六九七年に亡ぶ）発のポルトガル・
ジャンク（サン・アントニオ号）を捕獲して来た。一日後
の
、
己
レ
ロ
８
日
。
．
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に来日のエンクホイゼン号に対して「小船」とも呼ぶ。
（Ⅳ）饗応の前に風呂に入るのは当時の一般的な習慣であった。
（本光国師日記等）
（Ⅲ）オジアンダー号（英船、同年九月四日平戸入港、翌年二月
○の】四口○円（四．園①ｍｐＱの門）
離日）の船員でプリマスの金持の息子という。
（、）】・ロ①の〉言目臥８翌年一一月オジアンダー号で離日。
（別）の昌のＨの》屋日ロ呂英商館員。開館当初より勤務。当初は朝
鮮貿易の開発を担当。のち対馬・長崎等平戸付近での営業
面を担当。またアダムズと同船してトンキン等に行き航海
記を残している（○・℃目目の】］・目唇の伊・噂す・・屍・開室］盲日
倭呂日の．）
（Ⅲ）長谷川権六藤正、左兵衛藤広の甥、慶長一九年藤広が堺奉
行を拝命するに及び、その推挙で長崎奉行になる。寛永三
年まで在職。
（肥）村上氏は原本索引（四四一頁）で、松浦権之助信忠とされ
たが、同人は「寛政重修諸家譜」によれば、当主隆信の末
子であるから年代的に疑問。
（肥）侍頭か、宇野内蔵正と考察する向もあるが、宇野姓の家臣
○四つ【＆□ぬのロのＨ巴
は「宗陽公藩士名簿御家中侍帳」等に見られないので疑問。
（皿）愚目ｍｍｍ８ゴロａ側用人か。松浦法印の女を妻とし、同じ
く
末
子
三
四
郎
を
養
子
に
し
て
い
る
。
当
時
の
重
臣
で
英
・
蘭
商
館
にも再を出入りしている。日記九月二二日にＨの８口ぐのＨ勘
定
役
と
し
て
記
載
あ
り
。
（妬）左兵衛か。回三の少目Ｓ具とも呼ばれの①。ご目胸のゴ（船
「リチャード。コックス日記」試訳（武田・森）
奉行）。
（肥）の①３の国ご近習か。
（〃）五島藩、当主は五島淡路守盛利、天正一九ｌ寛永一九。福江
に居住し、肥前国松浦郡下の、主として五島列島で一万一一六
○○石。五島列島には平戸藩領もあり、両藩の関係は深い。
（肥）日記同年九月一六日に、フランスで五ポンドで買った。白
ア
メ
ジ
ス
ト
入
り
の
大
き
な
金
指
輪
を
、
テ
ィ
・
チ
ャ
ム
・
シ
ョ
フ
四
目
呉
冨
ノ
と
い
う
宣
官
に
贈
る
か
ら
と
支
那
甲
必
丹
が
受
け
取
っ
て
い
る
。
コ
ッ
ク
ス
は
来
日
以
前
の
一
六
○
三
’
八
年
に
、
東
印
度
会
社
の
社
命で在仏した。
（羽）松浦源太郎信清、久信の第三子で末弟は誤まり。注一○参
昭宅
（釦）・ぽ・ゴロの①インドにおける英国人の兵営、宿営地。又ヒン
ズ
ー
語
の
＆
冨
○
己
は
わ
ら
ぶ
き
屋
根
。
（皿）貨幣単位。ご・８口号冒Ⅱ骨日日の．ご日囚のⅡ］国の】Ⅱ、の面］ｌ
］冒鴨・博目四のⅡ】資・
（釦）ｚの堅の。■》二】］］旨日英商館員、開館時より勤務。健康を害
し、壱岐の温泉に転地療養等の記事が見られる。平戸商館
で
コ
ッ
ク
ス
の
も
と
で
炊
事
管
理
・
帳
簿
つ
け
等
を
主
務
と
し
、
一
六二○年平戸で死亡。
（鍋）平戸の東南の良港。風・汐待ちや、船の修理等に好適地と
し
て
使
わ
れ
た
。
英
船
は
こ
こ
に
碇
泊
す
る
こ
と
が
長
期
間
に
わ
た
る。近くに丸山の遊女町もあり、船員の事故のほとんどが
こ
の
付
近
で
お
こ
っ
て
い
る
。
一一ハー
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（斜）幻菖昌の碕巨スペイン語国で使用の銀貨、半レァル貨。
約四シリング六ペンス。←肉芭のⅡ骨已のの。Ⅱ⑰宵・
（弱）スマトラ西岸の金産地プリァマン産の金。
（弱）Ｑ目］届（。冒薗・〔皆亘凹）・言四三口＆一六一四、五両年の
カ
ピ
タ
ン
・
モ
ー
ル
。
日
記
九
月
二
四
日
コ
ッ
ク
ス
か
ら
こ
の
件
で
直
接
書
翰
を
発
信
し
て
い
る
。
カ
ピ
タ
ン
・
モ
ー
ル
は
マ
カ
オ
か
ら
来
航
す
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
官
許
船
の
司
令
官
。
多
年
の
勲
功
に
対
す
る
恩
賞
と
し
て
国
王
が
任
命
す
る
も
の
で
、
単
に
貿
易
収
入
を
得
る
の
承
で
な
く
、
マ
カ
オ
滞
在
中
は
同
市
の
行
政
・
司
法
の
最
高
権
を
掌
握、在日中は同様の権利を在留同国人に行使した。
（師）帆船の種類。三本マストで前二本が横帆、後部一本が縦帆
のものをいうが、小型の帆船の意味もあり、後者が安当。
（記）○・℃目己昌】・両巴嘗オジァンダー号の指揮官。大坂へは
九
月
一
一
日
出
発
、
駿
府
で
家
康
に
拝
謁
し
た
。
（羽）同日・ロ》君】］］菌日英商館書記、一六一一一一年開館から二四年
の
閉
鎖
ま
で
勤
務
。
動
イ
ッ
カ
ム
と
と
も
に
江
戸
、
大
坂
等
で
商
品
の販売に従事。
（鮒）徳川家康。天文一一年生。慶長八年二月一二日征夷大将軍
と
な
り
江
戸
幕
府
を
開
き
、
同
一
○
年
四
月
秀
忠
に
譲
位
し
た
が
、
大
御
所
と
し
て
君
臨
、
元
和
元
年
豊
臣
氏
を
滅
ぼ
す
。
同
二
年
四
月
一七日駿府に没す。同日や関・門は大御所様と訳す。
（虹）元和元年八月四日（英九月一六日）家康駿府に向い京都を
出発（駿府記等〕。
（蛆）缶忌日の》室］盲目和名一一一浦安針思量ｌ忌巴英人航海
一一〈一一
士、和蘭のロッテルダム会社の東洋派遣艦隊のリーフデ号
航海長として一六○○年（慶長五）豊後佐志生に漂着、同乗
の
ヤ
ン
・
ヨ
ー
ス
テ
ン
と
と
も
に
徳
川
家
康
仁
仕
え
て
外
交
顧
問
を
勤めた。オランダ東インド会社、イギリス東インド会社の
日
本
貿
易
開
始
と
経
営
に
助
力
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
自
身
で
も
朱
印船を経営。一六二○年五月二六日（西暦）平戸で病没。
（佃）「慶元イギリス書翰」（岩生成一訳、異国叢書、駿南社
昭
四
刊
以
下
「
慶
元
」
と
略
称
）
七
一
（
三
八
一
頁
）
で
、
コ
ッ
ク
ス
は
イ
ー
ト
ン
に
調
査
結
果
を
回
答
。
（“）「慶元」五○（二八六頁）大坂発イートン、コックス宛に
「
予
は
今
堺
に
て
ゼ
エ
ャ
と
称
す
る
町
の
ゼ
ザ
イ
・
セ
ー
エ
モ
ン
方
いの§］の⑦の日。ｐ
に
宿
泊
せ
り
」
と
あ
る
が
、
こ
の
者
か
。
大
坂
の
役
以
後
は
平
野
藤
左衛門方に宿泊。
長
谷
川
権
六
は
元
和
元
年
九
月
九
日
シ
ャ
ム
宛
の
朱
印
状
を
得
て
い
る
（
通
航
一
覧
巻
二
六
五
国
書
刊
行
会
本
第
六
四
九
八
頁
）
。
（妬）インド人・アラブ人との貿易用語、二○の意味。
（蛆）インド産キャラコの一種。「ロンドンの日本古文書」第二
（
村
上
直
次
郎
編
史
学
雑
誌
一
四
編
九
・
一
一
号
付
録
明
三
六
年九・一一月以下「ロンドン」と略称）では「かなきん」
と記述（かなきんは○目呂富のロので○四日富］製の廉価
な綿布をいう）日記一○月一九日参照。
（幻）西目胸のＯ冨目富里巴目用人か。
（蛆）インド産絹織物の一種。丈夫なしま模様のもの。金糸・銀
糸
を
織
り
こ
む
場
合
や
、
木
綿
と
の
交
織
の
場
合
も
あ
る
。
「
ロ
ン
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ド
ン
」
第
二
に
は
「
し
ま
も
め
ん
」
と
記
述
ざ
る
。
日
記
一
○
月
一
九日参照。
（⑲）スラット（インド西部）産のもうせん又はテーブル掛け
か
。
「
ロ
ン
ド
ン
」
第
二
に
「
さ
ら
さ
」
と
あ
る
。
日
記
一
○
月
一
九日参照。
（印）８宮・唄肖の日】】侍頭か。
（団）官三豊・旬のⅡｂ８『丘の門賄方か。
（皿）ず日の］粗織の毛織物の一種。
（閉）中小性格、三○又一一五石（天祥院様御代分限帳、以下「天
祥院」と略称）
（則）「慶元」七一（三八一頁）参照、イートン宛の書翰。
（開）言】、歸冨日電観、冨己英商館員、商館開設以来勤務。一六一
三年七月江戸に上ったのをはじめとして、以後江戸・駿府・
近畿を往来して、各地で商品の販売に従来する。一六一八
年一一一月（元和四年二月）に日本退去、ジャカタラで死去。
（冊）長崎居住のスペイン人商人。
（町）の：罠。＆庁・冨座の堂。円く目リーフデ号の商務員。そのまま
日本に滞在して貿易に従事。特に母国オランダのために幕
府との折衝にもあたる。長崎に居住、日本人を妻とする。
一六三九年お春らとともに日本を追放された。
（閉）大泥・パタン。マライ半島東岸中部にあった女王国。イギ
リス・オランダの商館あり。
（弱）中国・シャムの重量単位、斤（坦）にあたる。一六○匁。
墓へ国】ず．Ｈｓ８蔓ののⅡ桿目○巳
「リチャード・コックス日記」試訳（武田・森）
（帥）一六一四年に平戸で購入した約二○○トンのジャンク。ア
ダ
ム
ズ
を
船
長
と
し
て
シ
ャ
ム
貿
易
を
企
画
し
、
同
年
二
一
月
一
七
日
川
内
出
港
、
荒
天
で
二
七
日
那
願
に
入
港
、
船
体
破
損
の
た
め
以
後
の
航
海
を
断
念
、
翌
年
六
月
一
○
日
平
戸
へ
帰
港
。
そ
の
折
は
じ
めて持参した甘藷を栽培した。（日記同年六月一九日に農園
を
借
り
た
記
事
あ
り
、
千
里
ケ
浜
付
近
の
鳶
の
巣
畑
を
そ
の
跡
と
伝
承する）アダムズ自身の航海記がある（刃】日の］】》目匡の皀晒‐
因・・丙・【雪芭盲目し合日の）。
（皿）ェ目斤．］＆ロオジァンダー号の船長。
（他）○ｍ【の円菖ｎ斤）］＆回英商館員。一六一五年オジァンダー号
で
来
日
。
一
六
一
四
年
長
崎
の
シ
ナ
人
商
人
六
官
の
朱
印
船
で
交
趾
に
向
う
途
中
、
広
南
で
殺
害
さ
れ
た
ピ
ー
コ
ッ
ク
と
カ
ワ
ー
デ
ン
の
補
充
と
し
て
勤
務
。
（田）村山等安。長崎代官、切支丹。尾張名古屋に生る。流浪の
末
に
長
崎
に
身
を
寄
せ
、
し
だ
い
に
才
覚
を
あ
ら
わ
し
、
町
の
代
表
として秀吉に取り入り代官となり、長崎経営に当るほか、
家
康
の
命
に
よ
り
元
和
二
年
台
湾
征
伐
を
試
承
、
失
敗
。
晩
年
末
次
平蔵から犬坂の陣仁子が豊臣側に参加したのを訴えられ、
一
族
探
せ
ら
れ
た
。
元
和
五
年
、
五
一
才
と
い
う
。
（“）注一○参照、藩主の長兄は誤まり。
（
閲
）
元
和
元
年
一
二
月
に
舟
大
工
頭
山
崎
弥
右
術
が
、
藩
主
隆
信
か
ら
「おらんだいきりす船唐船井家中之舟作事者、為船大工中
可相調侯、家作事ニハ一切かまい申間敷者也」の判物を得
た
ご
と
く
、
仕
事
は
分
化
し
て
い
た
。
（
御
家
世
伝
草
稿
宗
陽
公
、
一〈
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葉
田
淳
「
松
浦
家
文
庫
の
海
外
交
通
史
料
」
史
林
一
三
一
号
昭
二
五
六
九
○
頁
）
（船）軽船、擢で漕ぐもの。
（町）約三マイル、一里八町であるが、日本の里の代りに使用が
普
通
で
、
本
来
の
単
位
に
使
用
す
る
と
き
は
こ
と
わ
っ
て
い
る
。
（
館
）
長
谷
川
左
兵
衛
藤
広
、
永
禄
一
○
生
、
長
崎
奉
行
、
重
吉
の
弟
慶
長
八
年
に
家
康
仁
仕
う
。
妹
夏
が
家
康
の
侍
妾
。
同
二
年
長
崎
奉
行
と
な
る
。
切
支
丹
弾
圧
に
尽
力
。
同
一
四
年
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
マ
ー
ド
レ
・
デ
・
デ
ウ
ス
号
を
有
馬
晴
信
・
村
山
等
安
と
と
も
に
長
崎
港
内
で
沈
め
る
。
同
一
九
年
堺
奉
行
、
元
和
元
年
小
豆
島
の
代
官
も
兼
務
、
同
三
年
一
○
月
二
六
日
没
。
（
的
）
光
次
、
江
戸
金
座
の
創
祖
、
文
禄
二
年
京
都
大
判
座
後
藤
徳
乗
の
番
頭
か
ら
猶
子
と
な
り
、
江
戸
に
下
っ
て
金
吹
座
を
開
く
。
家
康
に
重
用
さ
れ
、
金
銀
改
役
と
な
り
、
外
交
面
で
も
活
躍
。
寛
永
二
年
七
月
二四日没。
（刊）長谷川忠兵衛藤継、重吉・佐兵衛の弟、兄とともに家康仁
仕
え
る
。
慶
長
一
四
年
の
長
崎
で
の
蛮
船
焼
打
に
も
功
あ
り
、
摂
津
国
の
代
官
と
な
り
、
多
田
銀
山
の
奉
行
も
す
る
。
大
坂
の
役
後
は
病
を得て官を辞し、京都に居宅地を賜わり住す。寛文五年三
月二七日没。
（Ⅶ）「慶元」七九（四一○頁）江戸のウイヅカム宛。
（犯）スペインと同語圏で使用された貨幣単位。旨のの。Ⅱ吟円巨の
Ⅱ八匁。
（門）華字、支那人甲必丹李旦の弟。朱印船貿易家。一六二○年
・一六四
平戸で没す。
（孤）ニグロの奴隷をいう。日記同年一一月一三日にも再出する。
（市）ご日日ｂ四日インド産の木綿布の一種。
（布）又の①旨インド産の絹・麻・モスリン製のスカーフ、マン
ト
、
あ
る
い
は
絹
タ
ー
バ
ン
。
（両）ジャワ島北西端、当時バンタム王国の首府。一五九六年オ
ラ
ン
ダ
人
が
上
陸
、
商
館
を
開
設
。
後
イ
ギ
リ
ス
も
こ
こ
に
東
印
度
会
社
支
社
を
お
き
、
東
方
各
地
の
商
館
を
統
轄
、
平
戸
商
館
も
そ
の
管理化にあった。
（ね）西インド（カンベイ地方）産の織物。
（門）の己の貝》】囚、旨ののオランダ人。同国平戸商館の初代館長（一
六
○
九
’
一
三
）
ブ
ル
ウ
ェ
ル
と
交
代
し
た
が
再
び
来
朝
し
て
、
一
四’二一年まで館長を再動した。バタピァ・本国で東印度
会
社
の
要
職
に
つ
ぎ
、
二
九
年
再
び
パ
タ
ピ
ァ
に
来
航
。
総
督
ク
ー
ン
の
死
後
そ
の
職
に
つ
き
、
三
二
年
迄
在
任
。
退
官
帰
国
。
四
五
年
頃没。
（別）元和元年八月四日（英暦九月一六日、新暦九月二六日）家
康駿府に向け京都出発（駿府記等〕。
（別）「慶元」七○（三七七頁）ウィッヵム発。
（皿）同日記同年八月一三日、大坂の我友の宿主因囚の。日日回
し目目・旨殿から手紙を受領。「慶元」一一○（五九二頁）
ニ
ハ
ニ
ハ
年
六
月
一
○
日
付
京
都
発
ウ
ィ
ッ
カ
ム
か
ら
平
戸
コ
ッ
ク
ス宛に、手紙の宛先を「平野町に住せる、大坂に於ける予
国
［
目
ロ
○
日
四
９
の
定
宿
の
主
人
エ
チ
エ
ロ
ー
殿
と
す
る
」
。
日
記
一
八
年
一
一
二
月
円のロゴの『。□○口。
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二○日「一郎別名九右衛門殿」とある。「ロンドン」第六
・
八
に
「
あ
ま
の
や
九
郎
兵
術
」
と
あ
り
、
ア
ダ
ム
ズ
の
定
宿
と
あ
る。
（閉）注三一一一参照。
（堅）菓子の種類。果実を使用したパイ。
（妬）発信者イートンは「慶元」七六（四○三頁）駿府発ウィッ
カ
ム
か
ら
、
京
都
滞
在
中
の
イ
ー
ト
ン
宛
の
書
翰
で
、
当
時
京
都
に
い
た
こ
と
が
判
明
。
京
都
の
宿
主
は
孫
右
衛
門
ロ
ロ
ン
ド
ン
」
第
八による）。
（恥）○豈巨量目は北インド産のマントあるいはショール用として
織
ら
れ
た
四
角
い
布
。
○
冨
貝
閂
は
別
語
で
、
ベ
ン
ガ
ル
産
の
木
綿
の
反
物
の
一
種
で
、
リ
ン
ス
ホ
ー
テ
ン
○
五
九
八
）
、
バ
ル
ポ
サ
（一五六六）に見られる。コックスは両方を混用したが、
意味は後者と思われるので、「頭布」（「セーリスごと訳す
る
の
を
さ
け
る
。
（Ｗ）木寺三右衛門。「ロンドン」第二がこの件の受取状で、そ
の署名による。同文書参照。「慶元」七九（四一一頁）
同書翰図版を参照。
（胡）平戸助大夫か。平戸の商人で慶長九年八月二六日順化（安
南国の首府）行の朱印状を下布されている。（「異国御朱
印
帳
」
異
国
叢
書
巻
一
一
附
録
昭
四
駿
南
社
）
。
（的）マレーの度量旧貝§ぬ主に穀類（特に米等）の量計に使
用。一一升四合に相当。地方差があり、金の目方にも用い米
一
彊
貝
目
胸
は
約
六
斤
に
相
当
。
本
日
記
で
は
大
升
一
杯
程
度
「リチャード・コックス日記」試訳（武田・森）
か。
（卯）松平上総介忠輝。文禄元生、家康の六男。慶長一一一年三河長
沢
の
松
平
家
を
嗣
ぎ
、
以
後
加
増
さ
れ
、
越
後
福
島
で
七
五
万
石
を
領したが、元和二年改易され伊勢朝熊に追放された。天和
三年七月信州諏訪で没す。九二才。妻は伊達政宗の女。
（肌）跨日且呂胃（Ⅱ缶宮日の呂冨Ｑ）インド西部の都市。
（皿）豊臣秀頼、元和元年五月八日家康に敗れて大坂城で自殺。
当
時
薩
摩
亡
命
の
噂
さ
が
も
っ
ぱ
ら
で
あ
っ
た
よ
う
す
が
、
こ
こ
に
もうかがえる。
（呪）元和元年九月、家康は実子松平忠輝の騎惰を憤り、勘当し
た（駿府記等）。忠輝の妻が伊達政宗の女であるところか
ら
こ
の
噂
を
生
じ
た
も
の
か
。
（肌）虚報。元和元年九月下旬から一二月中旬まで家康・秀忠と
も
に
江
戸
中
心
に
活
動
。
大
坂
城
は
同
年
六
月
松
平
忠
明
を
伊
勢
亀
山
か
ら
移
し
て
い
る
。
（妬）五島列島中には平戸藩領の島があり、そのうちの一島の差
「
配
を
す
る
者
と
解
す
る
。
「
ロ
ン
ド
ン
」
第
一
○
は
、
元
和
四
年
一
二月付、五島の奉行のものであり、「近紹嘉」の署名があ
る。「宗陽公藩士名簿御家中待帳」「天祥院」に近藤姓が
多
く
、
恐
ら
く
「
近
藤
」
で
あ
ろ
う
。
「
天
祥
院
」
の
在
灸
御
代
官
の
項
に
は
、
平
戸
中
野
と
田
平
に
近
藤
姓
の
者
が
在
勤
し
て
い
る
。
（船）湯本温泉か。
（Ｗ）小船の｝」と、マライ語。
（
肥
）
家
康
、
元
和
二
年
長
崎
代
官
村
山
等
安
に
命
じ
て
台
湾
征
伐
を
実
一六五
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施
。
そ
の
準
備
。
等
安
は
元
和
元
年
九
月
九
日
高
砂
国
宛
の
朱
印
状
を
受
領
し
た
（
通
航
一
覧
巻
一
一
一
一
、
国
書
刊
行
会
本
第
五
三
八四頁）。
（的）和暦九月一四日から二○日までの、平戸の八幡社の恒例の
神
事
。
神
輿
の
御
旅
所
へ
の
御
幸
等
の
あ
と
、
二
○
日
に
神
輿
還
御
の
後
に
流
鏑
馬
が
行
な
わ
れ
る
。
現
在
も
一
○
月
の
亀
岡
神
社
祭
に
継承されている。セーリスの「日本渡航記」一○月二三日（二
一
一
頁
）
に
も
記
事
あ
り
。
（
村
川
堅
固
訳
十
一
組
出
版
部
昭
一
九
刊
以
下
「
セ
ー
リ
ス
」
と
略
称
）
（川）慶元八九（四六○頁）一五年一二月六日平戸コックス発、
ガ
ー
ネ
イ
宛
の
書
翰
に
発
送
の
記
載
あ
り
。
ガ
ー
ネ
イ
は
宮
目
ｇ
Ｃ
ｇ
ｐ
）
と
も
記
す
、
シ
ャ
ム
の
英
商
館
長
。
（皿）元和元年閏六月二一日メキシコから伊達政宗の船で同甸・
豆の胸。且のの自国○四国】旨四等のスペイン使節が来日。一一ヵ
月
後
家
康
・
秀
忠
に
謁
見
、
国
書
を
提
出
。
し
か
し
国
書
の
内
容
が
家康の意を得ず、秀忠は贈り物も受けず、一行は冷遇され、
翌
年
再
び
政
宗
の
船
で
離
日
し
た
（
大
日
本
史
料
一
ニ
ノ
一
二
、
四
三
七
頁
以
下
。
「
慶
元
」
七
五
三
九
八
頁
、
同
八
七
、
四
四
八
頁
同九○、四七○頁等）。
（皿）慶長一九年正月の切支丹大追放を指すか。
（伽）「慶元」八九（四六○頁）一五年一一一月六日平戸コックス
発
、
ガ
ー
ネ
イ
宛
の
書
翰
に
発
送
の
記
載
あ
り
。
（皿）島津家久、天正四ｌ寛永一五。義弘第三子。文禄・慶長の
役に武功あり。関ヶ原役後に襲封。海外貿易も積極的で慶
一一ハーハ
長一四年琉球を征服した。
船
を
集
め
た
の
は
、
元
和
元
年
九
月
琉
球
国
王
尚
寧
か
ら
家
久
に
、
明
国
の
一
○
年
一
貫
の
例
を
あ
げ
、
互
市
を
許
さ
な
い
こ
と
を
報じたのに対する処置（後編薩藩旧記雑録）か、同年一二
月江戸に参府したのを、または翌二年一一一月家康太政大臣宣
下
式
に
参
列
の
た
め
駿
府
に
向
っ
た
の
を
指
す
か
（
本
光
国
師
日
記
等）。
（伽）元英商館通訳「セーリス」一○八頁「此の通弁は日本で生
れ
た
も
の
で
パ
ン
タ
ム
か
ら
子
等
の
船
に
載
せ
て
、
こ
こ
へ
つ
れ
て来たものである。マライ語が上手で」以下略。
（Ｍ）コックスの日本人妻か。
（Ⅲ）腰布、インド産木綿布。厚手のもの。
（伽）の息己宮口８燧石銃。寛永二○年オランダ船プレスヶンス
号
が
南
部
領
に
来
航
し
て
問
題
を
お
こ
し
た
と
ぎ
、
こ
の
形
式
の
銃
を
試
射
し
た
記
録
が
あ
る
が
、
そ
の
と
き
井
上
筑
後
守
は
同
形
式
の
短銃をすでに所持していたという弓モンタヌス日本誌」）。
（伽）広島県福山市、福島正則四九万石の領下、上古から瀬戸内
海
交
通
の
要
地
。
正
則
は
同
五
年
六
月
改
易
、
以
後
水
野
勝
成
が
大
和郡山から転封。
（川）日記同年九月一二日に貸与の記事あり。
（Ⅲ）宗義智が元和元年没し、子の義成が一一一才で跡を継いだ。
一
○
万
石
の
格
式
を
朝
鮮
と
の
国
文
に
従
事
す
る
功
に
よ
り
許
さ
れ
ていた。
（皿）「慶元一八九（四六○頁）同九○（四七○頁）同九一（四
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●七八頁）の各通。
（川）一六○七年東印度会社に入社。パンタムを中心に東印度諸
島間で活動。一一一一年二月バンタムの英商館長に選出さ
れ、一六年幕クロープ号で帰国。一八年再渡来。一九年七
月一七日オランダ人と交戦中殺害された。（因Ｑ・三・句。ｌ
⑩【の門。円げの】○口村目四］○ｍ］○口Ｈ・巴目忌冨ｌ忌弓・）
（Ⅲ）両語と＄）積荷。］且ご胸は商館の公用貨物（本方荷物）、
○日いのＮＣ目（８凋臼の。ｐ）は商館員の個人分貨物（脇荷物）
を指すＪものか。
（畑）「座元」九三（四九二頁）に関係記事あり。
（川）］。。、（のロぐ目円・ａのロの三目》］：オランダ人高級船員。ア
ダムズ等とニハ○○年リーフデ号で来日や家康に用いられ
江戸に住宅を与えられた。朱印船貿易に従事し、オランダ
商館の助力＄）している。二一一一年バタピァから日本に向う途
中南支那海パラセル群島で難船死亡。
（〃）長崎在留の商人、御朱印船貿易家。
（Ⅲ）「慶元」九二（四八七頁）一一一月一○日、平戸発コックス
より大坂のウィッカム、慶元九四、一一一月一一六日京都発イ
ートンから大坂のウィッカム、「慶元」九五、一六年一月二
日堺発イートンから大坂のウィッヵム宛に関係記事。
（川）日記同年二月六日買い付けの記事あり。
（伽）ヤカトラ号の捕獲したポルトガル船サン・アントニオ号。
日記以下の関係記事と二七世紀日間交渉史」（オスカー
・ナホッド箸富永牧太訳天理図書館、昭一一一一刊）附録
「リチャード・コックス日記」試訳（武田・森）
一五のスペックス発家康宛書翰（三一一一一頁）の記事による。
（皿）日記同年一○月二六日、平戸のコックスからイートン宛の
書翰を発し計算書の送付を依頼。
（皿）「慶元」九三（四九二頁）にガーネィ宛の承所載。
（伽）「慶元」九一一一（四九六頁）船の修理中に折ったとの記事あ
（皿）「慶元」九五（五○一一一頁）に堺でイートンが受領した記事
（脇）注一○一の乗員か。
（剛）一六世紀に使用された一一一○斤か一一一六斤砲。
（〃）松浦源一一一郎鎮信。天文一八年生、天正一七年剃髪して法印
に紋し、式部卿と称す。文禄・慶長の役、関ヶ原の役（東
軍）に従軍。先祖よりの所館と壱岐の六万一一三○○石を領
す。嗣子久信慶長七年三二才で天折し、孫隆信が嗣ぐ。慶
長一九年五月二六日平戸で没す。六六才。海外貿易に熱心
で英商館の誘致に成功した。
（皿）日記ニハ年二月二八日に支那甲必丹宅の新築披露の記事あ
り。
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